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aii O)WRISUEBEE: te BT A 0 .— De Ze OUI F (= IR EIB AT Ag, 
POD 2S A BEN A DIE AG ALS BAT Feo % o ATMO AE SAP Ss 
iW CUE CTR) (RIT As OTE L, MESS HERZ te «Calcite 
rhombs” Lig “dolomite rhombs” 4 HH AICHE LRH 6 MLB ATIS 73 
IE b TS REE DPI OD BIB Ze Bean TB TEAC ODAICBAN NS fo Te Ue ith 
FEN» 

BR SAG LL ARO BS WL Ze Bt BIGEOT, ZL UT fli 
Cte, LAU WRITE OMB KOT Te ik Bikar, MATAR, ME Be 
び 大 小結 を 異 に し , 大 贈 に 於 て 二 種 に 分 得る 事 が 明 に な つた 。 即ち , Mee 
OVE WILE (Oil shale) 2 4F (EF B & DISHED ARAM Ze LIM & L, HILO 
MMT OtNISE SER LERA ET OSBAVZ. iL TRY 


1) Sci. Rep, Tohoku Imp, Univ,, S. II, No 2, 1922 etc, 
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(SICUR TARE Kk OHE UT ARAB OMB, 少く と % 其 堆積 の 初期 に 生成 
され た も の と 認め 得 ら れる か ら , 上 有 涼 の 如き 差別 は 要する に 其 堆積 の 環境 
に 基 因 する も の と 思 は れる 。 吉 に 此 種 の 碗 物 は 水 成 岩 の 堆積 相 を 指 
faisei= 2SE CERES AE MPO MAC UT t BIRLA SED 
LSB MAC? 5. cS 

SEAE AA OWED RIC 行 は れる 様 に な つた に も 開 ら ず , I 
の 組成 や 其 性 質 に 降 す る 文献 の 逐 し い の は , BS AP BBL BAM SCH 
5 Fo MMe ILL EMR OAC (LMA OTR T 2 6D ES 
< , HEGRE S DIK ARM & Of — HE REDE OR ADAMS. G&D) NBER 
UD) PEE 22 ST OVE SIS S RODS CHS, MANIK A oF PIE 
On} 4 veYs— WOM, RMA2AIIP I> FE OSNRCMMLT HE 
FIO BACKS THI TAIZ 6, BAT 上 の 最大 な る PEE LLM STB 
MOMS SM AOUMEA SOMES 依る 事 も 勿論 で ある が だ , 其 無機 成分 に 
WU & WES 差異 を 示 し , 其 影 響 の 存在 を 暗示 し て 居る 。 筆者 等 は 敷 
SER CHIPS SOR TO, 酸性 自 土 , 淡 酸 石原 其他 敷 種 の 磯 物 と 
原油 叉 は 魚油 等 と A し て 其 効 果 の 大 要 を 知り 0, 大 に 此 種 の 研 
FEO sh SE 2 FAVA し た 事 が あつ た 。 

ォ イ オイル ese シェ ー ル 放 分 の 利用 法 に 開 す る 研究 は 従来 行 は くれ た が な, JG My 
分 の 則 石 界 的 研究 の 必要 な 事 は 上 逃 の 通り で あぁ る 。 RRS LZHECNSTS 
研究 を 繕 績 せん と する も の で ある けれ どる も, 多少 の 時 日 と MBO Bhp ewe 
する 事 を 思ふ て , MICRO MAA A PO KARI a CB to 観察 の 
結果 を 有 涼 べ , 以 て 艇 来 の 研究 に 次 せん と する も の で ある ぁ る 。 


1) J. Takahashi; On the effect of mineral substances on the thermal decomp- 
osition of bitumens, a preliminary note, Sci. Rept, Tohoku Imp, Uniy, 
S, TIL, Vol IL. No, 1~2, 1924, 
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PERI ech O RATS 
撫順 の オイ ル e シェール は 人 の 知る 如く FE He AKIKO 上 居 を な す も の で 
ある 。 其 族 分 を スコ ッ ト ラ ンド 及び コロ ラド 産 等 の 同種 岩石 の 夫 れ 等 と 比 
彼 す れ ば 策 一 表 の 通り で ある 。 下 表 中 作 森 理 第 十分 析 (8) Db Ota HRT 
岩 の 休 分 析 で ある 。 


3 CCSD CEN OD | COD CS 


SiO» 61.0 55.6 | 49.72) 75.8} 48.8 | 458 | 38.9 | 51.17 


AloO3 | 20.6 f 13.97 
0 a. \ 34.77| 35.60] 19.1 | 19.9] 16.4) 124 | 71929 
NEG OR eas ein eae cl see Ge ee i Ek 0.16 
CaO 0.94, 1.55] 240] 1.4] 166] 239] 383] 0.81 
MgO 4.75, tr, | 2.20; 0.9| 86] 7.9| 4.9] 0.97 
er =| sence | mmseengl\ exert ||! Seer ee 20.28 


| Total 100.69} 100.73} 89.92) 97.2 | 91.9 | 94.0 | 94.5 | 97.65 


CLINE NELELE GNARL DHE) (2) ~ a7 b Fy PTE (Conacher) 
(3) Broxburn, Scotl. (Steuart, D.R.) (4) Casmalia, Calif, (Brighton, T. 
B.) (5) De Beque, Colo. (47) (6) Dragon, Utah (7) C7) Green River, 
Wyo. C7) (8) HORE CASSEL) CTIO2 0.42) 
上 表 か ら 明白 な 通り , 撫順 頁岩 の 族 分 は 一見, スコ ッ ト ラ ンド 頁岩 の それ 


に 類似 する けれ どる も, 昔 土 の 量 が 著しく 大 で 1) 石碑 が 少な い 。 後者 の 石 其 
は 燃 土 物 が 大 部 分 を 成 し て 居る が だ が, 撫順 の それ は 微細 な る 「 絹 雲母 」 と 「 綴 
泥 右 」 の 繊維 が 多い 。 コ ョ ロラ で ド 頁 岩 は 一 般 に 石灰 及び 苦 土 に 富み , ERB 
條 つて 居る 。 加 州 カ スマ リャ の それ は HUA TC MEA CE ¢, HEE 
je (Ct + F U-BA) CHAD CILMI LV BEAUTE COUR 
LBRCHG Jo WRI KKAOU RMD RR BICEA 3 され る 事 は 注意 に 
(iF Bo EROMMAA O71) & (2) OMT SRAIE LN SB 0 
MEME EL 2 OW eo BEY CT CAE) 以上 に 廊 大 する と , 多 敷 の 唱 
OED BD 52250 殊 に 十字 = 3 VOT CHO hh DEO Mn < A 
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基 中 に 分 布 し て , PBUH Ze TE (ABE 02) を 示す で あら 
5, SEIT FS Ig. 0.01 ~0.08 ¥E で , 0.02~0.03 FEO も の が 最多 く , LAM aid 
HELIO LRT OIE 6, 小型 の も ORE ABMZAAKRT D B 0 
SRL — BIR UTES ICES TIS AID & O & AGH Le HE OR AR A 
すか ら , RUSH MOMMIC 依る や も 計り 難い 。 其 分 布 程度 は 2-5 PUREE 
BES 10~30 粒 の 割合 で ある が な, 部 分 に 依 つ て は それ 以下 で あぁ 。 此 頁岩 の 
無水 炭酸 量 は 1.16~1.50% CHAD 6, Z LIL DP MaGill BY A 
の 結果 を 参照 し て 推算 する と , 拍 様 な 粒子 は 全 因 の 2~4% MBS Sb O 
_ で あら う 。 GASH L BARN ICM se ROW, ct+d OMG RB) 

IRE OWLS (SHES ED CRON PRE BO, 1432 HERAT HSH O, 
MAM DAB GH STE SF. SMSC RE ORR Ma T S 
と , ピリ デン, カバ ジル , 2A AV ASO ARAM, RS Hf ED SEC BL 
TUS RR < , EPRI AR AI Sh, ZEW PY SW RE AT 
度 に 三 十 分 作 て ば , PMHOKB Str C PBA D GRY BE L, ORBLE 
PRP NK BES 6 OMA TIS 6 UOMO te, HMA 
CK SBME TS 後に 逃 べ る が , ZO MAA 2 < TBE HIBS OBER 
CBMES Sls, 少く と る も HABE Ele 加熱 する ぁ る を 要する ぁ 。 LUBE 
FAP CHEAT TUS RZ TO te Bf BME T So 

LEAF O Gok O EATARISHL GIS ROT 精密 に は 同一 で な い が だ , KABS 可 成 
9 り 一 致し て 居る 。 LAOH SL, Be ABS BHO BD, MT 
牽 の 測定 は 其 だ 困難 で ある が , 4 ム マ ャ マー ジョン 法 で 測 つ た 近似 値 は 炊 の 通 0 
で ある 。 

Nan=1.590 SN Looe ee ee 

即ち 其 卒 差 は 0.2 Cd So MATE CLAD CERRO Lio, BRE 

BMRA ORM RICKS と , HORI PROBL SA, 且つ 石原 分 も 微 


a 
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量 に 存在 する か ら , Kil Pistomesite より る も Siderite HWP A 6 2. | 

ln] Be 7 fh De) RAS HKRE CHIE S S UML ONT, BS 注意 す 可 き は 
プラ ジル 園 サ ン ペ ウロ 州 Tremembe OBO WMA 6 5 。 此 標 本 
4e BBLS trt Dean Winchester に 依る と , 同 湖 は 雨期 に は 水生 植物 や 魚類 
等 の 生物 が 多く , CHS 2 IMEI LTA EF BLOT, —MIC BE 
き 52 HO OMELET So 

IBF FMEO BSEMOA 1 rev.—rid PERO BAA AOTAH 
る が , AIKO bk Cle Shh (AE 0.01 RUT) を 含み , ARE ( 苦 土 10 
2 以下 を 含む ) MISMERAO AED ARE LUTE 

Adyb Fr PORREA 1 10y.—» (Adde Well, Broxburn etc) 
に も FAVS WARD 621405, HEPES DMM OKIK 多少 大 型 の 
BEY OED LETS, 英國 Wigan, シュ レジ ヶ Schlege SOAR 
RAZ AET S & の は 一 般 に 大 型 で , WLRRERUK ve 7h LU, Hebe OD Black bandas 
PMG MAAR UC Oo 米 國 の オハ イ ォ 頁岩 (デヴォン 紀 Caterburg, 
Indiana) O) % Os la 4 PKB BB Bisohe RUTH S. ULOWAR 
JER ACES UO 4 EEO tht (Sd ARC RS SE ER 22 UBS 

5 REO RECT LE . 

PRIS CBX) OF HRA MKOLRAA A SME OME ee A, IEE 
MIS FORMRORT HO ZAR CHS. WMMBOSEN MiSVERAA & 
i= gL UT RAB OBBitith 2 ILS BOA O, HAO & HUA 
其他 の オォ オイル e シ ェ ー ル に 於 ける と 同様 で ある が , 其 結晶 は 一 般 に 大 型 で , 
eo Ses KE MIS LCHET SL HO, BABSACH 1 eee 

を 示し , HWS も 認め られ る 。 HAMS, KHOMEOMA CLKOD 


通り で ある 。 
Ne =1.510 Ny = 1.698 
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LORKBREER 6 ¢ 1.7 に 達する も の も 有る 可 く , FHORB(L018 
前 後 と 認め られ る 。 陸 成 の オイ ル e ショ ー ル の 場合 と 同様 に 各 和 燈 子 の 屈 析 座 
は 必 し も 精密 に 一 致し な い が だ が, 大 骨 一 定 の 範 園 を 超え な いも の と 思 は れる 。 

WABI Te REIL ES GYR ORADD 0, 諾 集 園 し て Hid} 
JM DY 6 BEA WEEP E Ep CMBR 3 tut POW BS So WHITH 
HKD HB RO AIRE OMB SA, 前 者 は 屋 二 次 的 方 解 石 等 
で 交代 され , 後者 に は 白雲 石 様 の 凌 形 結晶 が 其 殻 内 に BES SDA 40 
基 他 , 甚だ 稀 に 海 線 石 を 有 し , TLMO WORMS 一 般 陸 成 の オイ rev. 
_ ル に 比 し て 多 敷 で ある 。 

此 義 形 結 品 を 題 役 鐘 下 で 化 斉 的 に 検査 す る と , HIRE BLOM MOF 
在 が 知ら れ , + VL OBOE TEED 4. ZL LEOMMEDSYW2 EL, 
LE ORI MUA Ik AG $4 ankerite 的 な GEBKMBS SL OCHS 
Sy eee 

EK MINI} Ventura の cherty shale = 4 MBCVWIBS Si, 石 
Jeep = gall 2g (E29 0.01 #4) SEB RUT SS. MACHA 
孔 虫 化石 を 含み , EL 硫化 鐵 徴 球 等 も 存在 する 。 BRR LOMO D. 

eee 索 


(ED) (2) (3) (4) (5) ~ (6) 


SiO, | 76.43 | 71.93 | 74.03 '| 68.08 | 65.99 | 55,91 
AYeO3 1.72.01 1 10:59 | “Bel | 147e) 6 en 1:76:95 
Fes0,| 220 | 5.62 | 13.77 | 618 | 294 | ~499 


MgO 1.98 etal: 2.08 1.85 1.10 1,88 
CaO 2.18 1.93 0.84 0.89 5.31 1,58 
Alkali 2.01 


L. Ig, 12.33 LU 2.63 6.57 16.37 25,57 


Total | 100.34 99.00 98.57 28.19 99.26 96 67 


CD sey (2) RFRA @) BMA 
C4) Heiney ey EL (5) Ventura, Calif (6) Santa Maria Calif, 
DES BAS OED BT 


a ae a: aC?) 


i 4 4 be Ys— LATER DCU EM C, 時 に 泥 族 質 で ある が 
之 れ に も 上 と 同様 な 徹 品 が 認め られ る 。 

ZEORE OG Best (dO ROM OCHS. LES, HB ROT 
計算 すれ ば , 可 成 り の 範 園 で 一 致 を 示 し て 居る 。 

kaw 考察 

RE ere に 不 浸 矢 性 で ある か ら , I 
SHEN 6 ARORA EMIS LD GSO LEO LAMIMS TCHS, 
其 内 に 含ま れる LELORBIWO Huh &, BEEK diagenetic 75 E AG 
以外 に は , FL SBREI BRO EDO SOL 推定 きれ る 。 MI ILO 
DED & OS, WEE, 硫化 鐵 微 球 等 と 共に 堆積 雷 境 の 指示 礁 物 と 見 余す 事 が 出来 
Bo 

AEAORMICR TIS 種々 な る 廃 が 提唱 され て 居る に も 開 せ ず , 未だ 一 
般 約 な 解決 を 見 る に 至ら な い 。 共 合 有 化 石 等 か ら 推測 する と , BRBOYE 
積 環境 は 白雲 岩 の それ と 犬 差 な い 様 に 思 は れる が , HALT ARAO 

多 敷 は 白雲 石 成分 の 含量 一 制 ぁ 超え ず , 自 雲 岩 の 大 部 は 方 解 石 成分 一 制 以 
上 を 含む も の 少な く , 方 解 石 と 白雲 石 の 耳 成 分 を 等 量 に 合 む AH BAK 
れ で ある 。 こ れ は 百 雲 石 の 水府 に 於 ける 生成 叉 は 白雲 石化 作用 」 が , 特殊 
HABE Ze DLS SPIRITS LOTH B. - 
EEL AIC 海 成 堪 積 と 認め られ て 屋 20%, NBA SUB AURA 
HOWARTL UTES BMHEIEEE Le ERO RTE 5, BL ALD A 
eB OTE PHILS ESS ABA, Hh 1~10%6 ORM BA, IE 
CECE SIERRA LTE S. WEICHERT ED OME 
依る る の て, 特に 油 母 頁岩 の 場合 に 上 の 見 解 が 適合 す る 。 


1) W. H. Twenhofel, Treatise on Sedimentation; J. de Lapparent, Legons 


de Pétrographie etc. 
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上 記 の 道 川 , RISMIN Ys » $27 OBE A AS, FEC Ki EMD Res IE 
分 解 物 と BYOB RRO EERE ORMRGD TC, 明か に AERO tik 
PERSE ESS HE Carine semi-anaerobic decomposit’on) の 譜 跡 を 残し , ILE 
TEEMHER D — BBS EEK 8 BERD fois © AE A Bil D> & HA ARM ob Tee D EB 


は れる 。 MEME OLMIS ALB OMB ihe Stu b BAG: 


れる が , 此 等 の 化石 の 敷 は 多く な さく , HOMES CARP 3 され た 形跡 を 
BOD, 面 も 方 解 石 は 稀 れ に 認め られ る 丈 け て , 白雲 石 微 卓 は 石 基 中 に 一 様 


に 分 布 さ れ て 居る か ら , 其 苦 王 成 分 を 直ちに 有 孔 虫 化 石 に 求め る 事 も 困難 


CHS. 故に 近 議 な 役 品 が 直接 に 生成 きれ た か , 叉 は 初め 方 解 石 の 結 曲 が 
生じ , KC 白 圭 石化 作用 を 受け た か の 何れ か に 記す る で あら 50 HLTH 
BR 7c then KC De PR UK DO FET DBD, 海水 中 に HU 6D BIRR DO 
存在 に 於 て 自 雲 石化 作用 を 完成 LEO SORA, 前 説 の 可能 性 を 示す も 
の で は ある まい か 。 

PARKER LOG, WE, BHRUUK, 叉 は BORER 2 BAH: 
分 解 の 産物 で ある 場合 が 多い 。 例 へ ば ARMOURED MEDS T, 水 酸 化 
PRs He St CRAB AE 

2Fe,0338H20 + C—> 4Fe0 + CO. +3H,0 ; 4FeO + 4COn—> 4F eT O53 

#E LIU OTE ¢ , Wek BANS ETO ARMEISSES PRCA US, 一 時 的 
に は 過量 の HORROR KOT ERM LK STHSIURES,K 
CORE HED DIEBEIS MED THORN S14 b, 再び RRAEO UEIRD* 
AS BEECH Bo DRIES I — BAS LIGIER RG 3 2. CHER 
LL RIED WE O FTES CRETE 2 RIBAS 12.2 6 

FeSO, + CaCO; FeCO3-+CaSO, 

BES DCRR DA 3 dr BUR k MELE PARA IEO WIRES 0, 

布 る 一般 海底 て 生成 され る 事 は 稀 れ で ある 。 


eee Fe hm 次 213.9) 
MOREL OP ABID IS BEG < Pistomesite- siderite で , tt 4: OGLE AER 
ROL <5, AP LELMNTH 6, WHMCS LS HEC Bh 
は 未だ 明か で な い が か , 他 に も 同様 な 例 が な いで も な い 。 コロ ラド PF HOU 
HUSH OVORWI TE NB DRT d BB, ERO & RO, 其 
右 基 は 白雲 石 成 分 一 制 を 超え な い 石 旅 岩 に 相 党 する 例 が 稀 れ で な い 。 十 生 
ROM AA CHES LOS, MMOH OBA & 純粋 の RBH OF 
が 多い 。 

UES る に 各種 の 源 青 頁岩 に 覧 て 其 堆 積 環 昼 を 精密 に 比較 決定 する 事 
は 未だ 不可 能 で ある が な, 他 日 此 種 の 確 物 の 研究 が 精細 に 行け は れる 謙 に なの, 
其 堆 横 環 覧 が 推定 出来 る 様 に な れ ば , HURLED A ts 6S, HERES BD 
上 重要 な 問題 を 提供 する 事 と な ら う 5 。 

ESASOZBCHI Be 

HEEL ICR & LALOR RMOBAA IS, 其 量 に 於 て 2~4% を 出 で な い 
程度 で , 時 に は 其 だ 微量 で ある 場合 も ある が だ , 撫順 頁岩 の 如き は 其 石 基 中 に 
一 様 に 分 布 さ れ て 居る か ら , ARMOR BA FS 湊 青 物 の WAS 
多少 の 影響 を 穫 へ る も の と 思 は れる 。 

白雲 石 等 の 熱 分 解 に 就 て は , 可 成り の 文献 が ある 。 近く は MAOH 
MOF AT ANKARLALORBED 5. ZHIMKS LARBORED 
解 は 800°C 以上 , HELD S 600°C, SEER M(S 500°C 前 後 と せら れ て 居る 。 
PRADO 41 revs —r OM MMR. ACAR Gi) か ら 入 百度 を 限 
JEL C, FBUIOABK 250°~500°C CHM ST SD 6, HARM 3 fA CaF 
SBMLRASHUOLDE SFR ER4S, 

AR UMP BA ORT LSE) He ERE A CHS Bk EER 
十 度 に 約 三 十分 間 加 熱 す る と, RIBIRMOD KMS THE LT ai ORR ICE 


1) Wee, = ne — AR BASE TA o 
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RRXCRIS I, APF ICHELERAD EBD) CRHSNS6. AAEM 
PALES LOERRAWORVAICRL, RRB. HAH PIED 酸化 
PE £20, BI AB RU ECSHMERO TER 3 ~ 8 BEI BIET る 。 
FREI MET OBR heh D 比較 的 低温 で MULE IK BME S SOW’, JER 
THOM RIK S SO も, 比較 的 低温 で 母 岩 か ら TREES A hitb ke aa 
酸 瓦 匠 (有機 的 又は 遊離 の 硫黄 か ら 5 生ずる) OPSRMEFAICAEO < BOTH 
5 5% 
何れ に し て も , 溜 油 の 最も 盛 な 800°C 前 後 で 頁岩 中 に 活性 な 酸化 鐵 の 生 
SF SRAG, RALKKOMEL UT ZeERT SED 困難 で ある 。 RABI 
物 以 外 の 無機 成分 , GAAS BEAK EO eB % IER DED る 事 が 出来 な い が , Z 
等 諾 虹 物 の 箇 左 的 性 質 や 効果 に Bi Cls, BIC MWA OWE ROBE LP 5. 
要 約 
LRA A OBA, 屋 初 成 確 物 と 思 は れる ABI OHA D 散布 
LTE S. 
2. FEMAIL OPE MEARE ST A & Ol& Siderite-Pistomesite METH] OME 
を 主 と し , 道 川 其 他 の 海 成 頁 午 に ある も の は 多く Dolomite-Ankerite 
に 属す る 。 
3. ITER SUED SAMAR EORRIED & し て 重要 な る も の で ある か ら 
一 居 清 細 な 研 完 を 要する 。 
4. 揮 順 頁 岩 を 乾 汐 すれ は, HORE: TS} HATE ORE MOWED 
は 比較 的 低温 で 分 解 を 起 し 酸化 伺 に 畑 化 する 。 
5. DERE DEO HS 2~42 を 超え な い 程 度 で て ある けれ ども , 石 基 中 に 細 
粒 を な し て 一 様 に 分 布 す る か ら , 兆 出す る BACAR UT AREY 
寺 を 奥 へ る 可能 性 が ある 。 ( 完 ) 
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阿蘇 火山 最近 の 活動 
est Hes Se 

EAA ORR. SMG KUEHO PoP HOPRKARCASs x 
DKA RL-OBKKINCEODOMW ED 合成 融合 し , 南北 に 長い ite 
る 丘 を 形成 し た も の で ある 。 MOTIKA 8 Hike ¢ Hdk List, 東西 300->400 
第 = KC, その 中 に 北 火口, 

っ 中 火口 , 南 火口 と HRS 
aie. | AB 00 MK ABE 
. ATH So Beek D 

SYR 3 #9120 KT HIE 
の 北側 A iz tS 


Wy 


I 4 
( 
| 


小 火 口 丘 が あめ, TA 
Boke t » ATK Dil 
が ある 。 其 南 に は Br 
る 泥水 池 が あり , RE 
の 令 気 日 よめ 泥 を 盛 に 
Sn MELO TH So 
Sensigahama ~~~ He Dk - OOK 
Compe ESS] AIR ODM を な し BR 
alas.) ene Sid KOBE O 約 50 
pa he ae 2 eB KCI (LID Cini 8 
れ , FM SRG AO ak EU TIE Bo 
HA DEMWEP OCH O,ABGCDE の 5 部 に 分 た れる 。 そ し て 深 
さも 各所 て 差異 が ある 。 


162) tia 


A 部 の RISES KDED 6 6~70K, Wk OMA SHTES. B は 現今 
の 活動 中 心 で も る 。C は 大 正 9 FU BA AOD PR REC MEK D BH MA 6 
US IEC Bio be el. B L—-BORBECHSHTEH4. HES 
KIGIRCHR Sh, LEICA 2) PPE D AE LTRS. (明治 32 年 
の 伊木 博士 の 火口 見 取 賠 に は LONKLOKO BD, KOEO 此 部 分 の 形 
(234 RE OTH 4S.) DISMKD DMBABICA 0 2) GRUUKKOAT, Hi 
AE KUMEHDCHOTHS. EK BK の 東部 に あめ , 深 さ 50 KD 
ADE WERE a So HERS B-RKALMEORR ANKHMS, BORA HK 
_ に 残 つ て 居る 。 : 

さて,B を 見 る に 西 C, 東 E の 間 に ぁ あり め 其 南 は ARSE CHE hh, 北 は 
A と 低い 岩 壁 に て 境 せ られ て 居る 。 こ の 漏斗 其 の 上 部 は 北 壁 か ら 水 下 に 南 
Tr OFS BE hE SE CHE 180 米 , -K FLEET IE EE TOK, COM Sid PAR DEYD 
as 140 KTH る が , MIETORIIBAE CTH LENKM, BORED 
HOo COAMD 6 LPRAOLK ST ADCHSo 

活動 の 区 熊 。 近 時 活動 の 綴 過 は その 大 要 を 記せ ば 次 の 通 で ある 。 

昭和 3 年 9 月 6 日 午後 5 時 折 , 南 火 日 B は 突然 百 雪 の 如き 普 を UCM LB Kh 
He RLE, KOOP IHL HES WU LOMEDRMO RK IRAE 6 分 で Hh 
BC aFOROKEPKA FH CR o WAM PALA, HARE EI Hs he, 
Ses fe PERE LIC WARS LO られ た が , LBM HR LCR, 

123 19 AUSSI, BO aT ESRI DR Kk, EBM Care 
WLM eBeLCHS4o 

12 月 22 日 乃至 23 AICI IRA LC A =) = eH LS TRS 
FEM ICE 23. 日 午前 3 時 か ら 7 へ ~8 回 火山 性 地動 が 感 愛さ ミ され た と 。 

12 月 26 日 , KAN BOOMs FERC LIBAL, MH ESTHER Ko 

12 月 27 A> 終日 鳴動 を 感じ 降灰 あり 。 

12 月 28 日 , 座 10 時 頃 よ り 5 36 a ICTS VQ ; 

12 月 30 A, 午前 LL 時 牟 頃 より 鳴動 , RAs Y= SAL. HARA 
が 登 出 し た が 長 ミ ユエ 米 位 の PM =a VY =H ABEL BO KV EES MMe OHTA 
日 火 内 に 再び BFS Se AML, MAI ONES WS FEO, AIO 時 は 


$e 
ee Sa ee 


C4 sma 
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A) = HU Ly NU, INE < WE LYRE I EM LL OTL CHB 

12 月 31 A, 4 4 bP VHT LICK Lo 

昭和 4 年 1 月 日 , 余 は 登山 し て 3 日 間 溢 在 し た 。 BE RM oO BS, 赤熱 の 
TR & HY Lito > 

15 2A, AB Ln 51 rhe VL MEMO RIC Ae Y LBD EE 
開け た が Wap WE Ae TA kU MRICS SNE SOM, 午前 2 時 7 分 再び 地震 を 感じ 
KERMA Ee BMRB PORK o . 

TEE oS URE FF OAL DMS 震源 と する も の な る を 後 で MOKA, 阿 
AR WEIK 12 TE OBR VPS CHS MATA SE We BIC MER 3 
4 Kit BAY HWE SOW CHOC HEC DPF 0 

2¢-4% SBEFLU RM E BIRDIE Se B 内 を 了 臨み 見 た る も 噴 畑 下 に 赤色 を 見 ず 
恐らく 噴 畑 の 根元 は 火 乳 管内 可 な り の 深 記 に た あら う 5。 

193 A YOR ST. 1 月 8 B.A Lo 

1 Jj 20 A, HU Be Sic 赤熱 の スコ リエ て (中 に は 長 ミ ユエ 米 位 の も あり ) は 火花 
廃 よ り 100 米 以上 の 高 さ た に 噴き 上 げ ら る る を 見 た 。 

月 22 A, 噴火 は 強烈 な り し と うぅ 

以上 の 中 全 の 観察 は 4 日 間 の みな る が 1 月 1 日 2 日 に は MEK IS BY 
CWE LTE. 其 杉 作 の 高調 は 約 2 分 等 に 座り , 叉 敷 分 の 噴火 の 後 , ZEON 
ME FERRE & 750 , OPTS UC BES Bay RAG Ko WACO TRE 2e 
知る に は な は 観察 を 病 け る 必要 が ある 。 1LABZ ARIE KREULORPT 
あつ た が 噴出 洞 期 原 る 不 規則 で あつ た 。 1 月 20 日 に は 噴出 の 根元 は BEY 
ED» PIC, MEK OWI RE CO, TERED EX BOT 6 

泥 流 の 出所 。 此 度 の 噴火 に は 其 の 開幕 と 同時 に 泥 が 噴出 され た 。 此 泥 流 
OD HH i 22 PRA. 4 BIL FEO PAK DD ARB % BIGHT Oo 活動 の 中 心 た る 頁 
KD BLABDE OMOM AG EK 6 IEICE T 2 Ml 3 Be 
THES COMOKABRS SOM’ BICPERTS BCH GH Io 噴火 時 は 火 
De 8k BE 4 ABI, 砂 , スコ リ UCRBSNADMOMS &rkew ds B 
K FLIES 
HET BAFEOBAME S HY Sirte & Old 2 OB KALIL SAW Erk e Oil 


28 の 2 Ft Oe th OR ye 


ぜ る 泥 で ある 。 噴 火 の 直 前 8 月 25 日 と 30 AMM LSA BIKFLIEIE 
め り た る 時 ,B の 旗 に 党 時 池 は な か つた と いる が, BMRLL E CBR L 7c Bek 
を 見 る と 29 日 に は 158.0 炊 LUMO, 30 日 に 18.8 灯 の 雨量 が あつ た 。 こ 
れ ら は ほ は 乾 期 後 の 隆 雨 な れ ば 8 月 30 日 に は 其 水 量 は KAD 深 亡 に 溜 つ て 火 
孔 底 の 旋 砂 を 飾 鐘 し た の み で 池 を 形成 する に 至ら な か つた と 思 は る 。 IA 
2 日 ,4 日 ,5 日 , の 雨 は 線量 95.7 KET CD KFC 更に 水 を 供給 し た 。 
AM OEM ECO 3 AFIT ORR 90.000m2 で ゎぁ る か ら 
90.000m2 x 0.0957m = 8.613m3 

Or7k% KOABISRA UK, CDH 3 FO) 1 OMRIC Bel ELT 

約 2.870m3 の 水量 を 貯 へ た こと ゝ な る 。3 ず 9 月 初旬 に 南 火 唱 B 中 に 池 を 見 た 
SIURN AI EOTH SiC SORATH 5 30 

STH RAL MD HK IRA E SOMMOK A L (SVE E 7 O “CME 
きれ た 。 FLED A & BIR OBO TC © Oeil ES Lk OH ee 
と し て 泥 流 の 量 を 計 築 す Bo 
噴出 EPEC EIS PK DRESS EO られ , それ が 谷 の 頭 部 に 集め 澤 
O44 iittU#) 1 A ete 4 ARROW RCE UK MEK KE OVERDO CS Ss HET 
る 迄 の 時 間 は 約 6 分 で あつ た 。 そ ね れ で 前 記 地 昧 に 於 り DVSIROD MBO R 
度 は 毎秒 1000"/360* BI 5 42.8°7, KOIUKKAECHS,. BBVeowt 
きれ て 谷 頭 に 集 る 時 間 を 除き , THORS A SD GRORMC C MBE 
を 得 て 來 た の で ある か ら , それ 等 を 参 慮 すれ ば MLORESL HE 4m ょ り め 
は 小 で て は な か つた と 思 は れる 。 


= 


Riz wal WHA PeIe Die MESA KO CHEZ CH AD, HED 10 分 
EULTAKED6 I, MHRS MY 7 RY GH 2CHDT 10 分 後に は 
TRS EWU, EN SWE TRAE UNS SIBOKLOLEChHS, LH 
OWE ebiak & Boe UTI 2m 2 RUTH EMA SACHA WR, 


We RR 919C15) 


に 於 る HDPE MM 4m 最後 は 全く 流れ ず 即 5 Om とせ ば 79 | 
2m/s と な る 。 KE の 下 均 の 巾 は 始終 2m 2 し , 深き さ ゃ 始め 2m, 最後 は 0 下 
均 1m と し て 計算 する と 泥 流 の 量 は 炊 の や うに な る 。 

VERO fF 3 =(10min x 60) x 2m = 1,200m 

Jedi D EOF Ti = 2m x 1m = 2m? 

Hitt D Ht = 2,400m ” 

APR Bs WE 2 AS b, MVE PUN HED tr SARK GT 2IAS 
る が これ を 候 り に 真 に 近い も の と する 。 

漁 に 火口 内 に 貯 へ られ た と 推算 せら る ゝ 2870M? の 水 は RW 1, 3 の 
制 合 に 混 じ て 泥 を 形成 し た と せ ば , 其 量 は 3800m” ょ な る 。 BBS AK 
旬 の 隆 雨 に て 得 ら れ た 水 て 火 孔 底 の 族 砂 は 己 に 9 ARMS CKERAT 
居 た らし いか ら , 火 孔 護 に あつ た 泥 の 量 は な ほ 多 か つた と HM GNSS 
信 上 の 如く 3,800 m” の 泥 が 9 月 6 日 火口 西 小 に 噴き 出さ れ た と し , 更に そ 
の 泥 の 2/3 DHE Lt LH UT も 泥 流 の 源 は 御 明 す る の で ある 。 決し て 
泥 中 の 水 の 源 を 火 AEORE MLS 地下 の magma の 成分 の 中 に 求む る 必要 
の 導い NS) と が ね わか あら 

活動 開幕 に 泥 流 を 噴出 し 火 孔 管 は 清め られ た 太 , 次 に 姓 岩 を 忠 出 し た 。 

此 庶 の 噴火 の 性 質 。 そ れ は 標 式 的 スト ョ ッ ボ リ 式 で ある 。 MbRMOME 
は 火 孔 管 部 を 上 昇 し , COD 6 BA FS ILMTOIEINC MRIS S Re D 
も の を 噴出 する 。 其 区 態 は スト ロン ボリ の 活動 と 同様 で あめ , 叉 1927~ 
1928 年 の Vesuvius K|KOAD 小 兵 の 活動 と 同様 で て ある ぁ 。 た ご ヾ 阿 長 火山 
活動 は 彼 等 と 異な り て ATR SIMU, 火山 砂 を 多量 に 噴出 する の で ある 。 

此 事 披 は 次 の 如く 廃 明 され る 。 即ち 阿藤 で は 活動 せる B 火 孔 内 の 管 日 は 
PKA DOES 140 米 倫 の 漏斗 の 腐 に ある 。 今 活動 期 に は この 火 孔 府 か ら 大 
な る スコ リア ェ を 150 米 以上 の 高 さ に 叶 き 上 る こと も ある 。 そ し て ス え スコ リエ 


990(16) are “Oo a i Be OR Be 


(SMH IC KA GPK REA TC PET OOM < HS BD, 大 形 の も の は 再び 
火口 内 に 落下 する 。 落下 する も の は 噴き 上 げ ら れる も の と 衝撃 し 叉 落下 し 
た も の は 許 面 及 底 面 に ある ぇ コリ ェ エ と 本 撃ち ゲラ ガラ と いふ RA CET 
Bo DS CLKOC 0 HOTS THEN S205 D6 IE 8 
ADVITPKAY CREM 3 SMD rk le oat & 70 THOM 
され る の で ある 。 MOTKAHICH TIAA FEL RIKI OMS HH 
MAI) 2eROZLBMEDUTHS. 
Abar#YIKUCEKKADIL ELMO CH SB DK tk SHAM 3 Y 
ZBKAY SA SIAAOYY > LHI SRM EBS ZOCRACtH 
Fe SAE BRAS WGK L FETC So WI BMRA AC ISK AIS K SRR ATM 
KAORI OATS EWA LEM CBHRe RULED GS, 此 火 山 が 2 t 
aye) ERGOEG at VHT SRNCHS 

活動 火口 の 移動 と 活動 の 間 三 性 。 阿 療 中 岳 中 火口 丘 は KMOE DAKE 
た も の な る こと は 己 に 輝 べ た が これ は 噴火 中 心 の 移動 し た こと を 示す も の 
で あら 5 。 SCENT EAR) b AY 31~32 年 頃 伊 木 庫 士 の 観察 営 時 は 北 火 口 A 
OI 75 BU, 明治 39 年 か ら 1~2 年 の 間 上 南 火 口外 アト リ す の 一 部 が 活動 
し , 大 正 年 間 及 其 れ 以後 は BAD OBL, CLI 大 正 9 Htc C KL 
形成 する に 至 つ た 。 そ し て 此 度 の 活動 は 昭和 2 年 4 ご 5 月 の 活動 と 同一 箇 
所 か ら 5 同じ 様式 の 活動 あな し て 居る 。 

中 央 火口 丘 上 の 敷 多 き 火 孔 中 其 或 者 が 火 孔 管 を 族 砂 隊 に て 閉鎖 され る と 
上 昇 岩 虎 は 他 に 噴火 の 道 を 見 出す こと が 火口 移動 の 一 原因 の 如く 思 は る 。 
AKAN CUS GBS AR CH So Cts KD OWI RI SOS 
と で あら う 。 即ち 火 孔 管 は 始め の 活動 後 噴 出 物質 に ょ り て 閉鎖 され , RE 
KAU PII O URED LASHES 5 KOCK BH OGM F B 
EM OE SIC OPUM 3 27S, 時 に は 水 を 混 じ 泥 と し て 噴出 せら れる 。 


‘ thei gig 


< Ny 


DS B® E (SW GMEK ORE LSE Gt Do 

75 (SE HEATED \ AK EE UE BAY AR LL D BE HB) BEES TAME D (IAI BS ACH 
に 近づく 時 に 多い と 結論 され て る が , Thisl—BHW rs MPO! 
大 に Se の ば まる る の 0 し Cs 

噴出 物 。 9 月 6 日 噴火 と 同 叶 に 泥 と 共に PRED Oe OK FLEE IO KORE RIC 
ME Stet Cts KO HO— MB > Rid EC CELA BIS 
LsaRD 5) a Boh 抗 出 され た も の で あら う 5 。 46 (MBAC ZOKS 


第 一 表 (€ 0.8m 位 迄 で ある 。12 月 19 日 に 噴出 され た と 
RESO = eee ie 0.5m PEC PIED Sb BP KD 
Alsoe igor | MECMELTHS, HLCM Snicaa Y= 
Feo, reo | LI RBUMI AE BIBS te L, IEA S BAA 0.3m 位 
Ca ow) DSORYVAFCESOCH 5, HARMED 
ce ae ar & も の も ある が 多く は 多孔 質 て ゎ ル メラ 賢 有 叉 は 海綿 


Tote og | 質 を 早 し て ゐる 。 MRHORAMC IEE & 5mm. 
| Ra0s = 027 | CRED OMA LMG & AMR CHD BO 
MnO ss 0.14 | AU, £542 29 ェ (HST も 2mm. KORA 
eats 1001? | ROW LMBEE OMA RU DELS. ZH 


SURE CIOS Biol 8 ABI, ZU CIB L, BAIS 9 ACH 
< iti BACH So 長石 の 斑 品 は N= 1.562 (minim.) で , アル ペ バイト 


と ヵ カル ゝ スバ ッ ド 両 双 卓 の 結合 せる も の で は 消 光 角 は 19 及 385 で ある か 


5 壇 基 性 ラブ プラ ドラ 1 イト で ある ぁ る 。 RAMA WF A, BUG, eB 
OMMeLART SPRL TS. WGA b> 7, BERLIN, FEO while 
2 AMES D 1.0 — FANTHSED ED Se AMT LS Cg < 
WS A RAEEMON TL 72 IRS So 1 AICP 6 tut Aa) x 中 に 
(S$ ZED OO > HN ATALOM ¢ HE OR eFC SDD So 


| 


OF 究 報 3 210i 


2992C18) en hn 


PS AE AD (CHS 6 ti RSE C A Pe op Ue 
PLES ABATE CZ B-KICBMNT 50 此 の 成分 は 大 島 火 
山 の 類 岩 の を それ より は 酸性 で 1926 KOTBROMMRAD Tr LUTH S06 


(ABR BO CHEERS S OMI 2 G7: LIL SHtaS 3) 


温 加 熱 の 本 渓 湖 産 石炭 に 及ぼ す 影 響 
mB BOG iF K 


4. WP MOMBOAAK CRIES BE GHD 
=, PMMA SHROMMORARLVUGKSBROMR, 1K, IOKM 
BARRIS BBA A TP CIMA SAROMEMNS, RA BPAR, BEAK 


第 十 五 表 及 第 十 七 表 に 示す が 如 し 。 
PRD ATE ICC MBS 3 By RHO WiBURE & HOPMBES と 
; fade IC 3B BY “1% se 3K 
BE Gone, oe ae の 開 係 を 見 る に , ROA HBKS KAR 
= y aS We 
eeu eene| area rn SAA Ut S TMA S Abs, 加熱 
100 16.80 0.85 jp < 2 EES Pit | 
aah eGo ae RED ERC OED 2ST 9 
180 | 15.79) 0.80 | UB OF UTILORE LS, 980°C PIF CH 
195 15.77 0.82 |(> ビジ 
230 | 15.49 | 0.80 看 | て は 甚だ 繧 慢 に し て , 同 温度 以上 に 
260 | 15.18 | 0.77 
290 | 15.09 | 0.77 HST SAM TIBI 0 6 
$35 | 1476 |. O77 1), 
360 | 1464 | 0.79 || the IRR SBS EIS Tm 
375 | 14.26 | 0.70 ioe 
390:"| 18.72 | - 0.68 +e Bt BAIR OME IS, 100°C JHB 
405° | 13.30 | 0.42 tk 
420 3.04 0.00 200C 間 に 於 て は 加熱 温度 に よめ て 
430 | 12.55 | 0,00 
445 | 11.66 | 0,00 || #} BaA ERMERST UT, 200°C &£ OFF 
460 | 10.28 | 0,00 
Wes age oo: 々 急激 に 減少 す 。 MLOBME IE, IR 
500 6.90 | 0.00 


温度 更に 上 昇 す れ ば MOT RAI 
MELTED, 340°C に 到 ゃ 。 路 此 の 温度 よめ 水素 及 水 蒸 筑 々 流 中 に HAT 
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380°C 以上 に 加熱 せる BE LARA RY tirl ds, LORE 

BU ¢ PMB O 

RCS, CEBROM ESS ¢ MBB LOMAS ERE S LOR LTC 

(1) (SARS VES T, (2S ARAEM 4 HEDIS T, (IRIE RAZ 
第 十 六 xX S+ tk 


RD KAR GP IC Ce SIS RDI SME IC CIN 2S 


Bebe Bh BRI 


mE errke Sie pe me | | 過度 er ahlg SHAM) ie ae 
17.52 | 0.86 1752 | 0.86 

Joo | 16.92 | 0.85 100 | 16.24! 0.86 || De a 
140 | 16.24 | 085 |], 140 | 1683 | 0.89 |(#) 55 
180 | 15.89 | 0.80 4 臣 130 | 1679 | 0.838 |}> 
200 | 15.80 | 085 |(5 200 | 16.29 | 0.82 
ie 1554. \° O86 硬 220 | 16.10 081 | yay 
260 15.20 | 0.86 240 | 15.62 0.61 | #1 
300—| 15.07 | 0.85 | 260 | 15.23 0.32 jax} 軟 
340 | 14,64 | 0.78 289 | 15.11 | 0.00 | > 
360 | 14.48 | 0.79 200 | 15.00 | 0.00 
380 | 14.22 | 0.70. |) 399 | 1497 | 0.00 || 
400 13.87 0.63 |$#2 3 340 14.65 0.00 
420 | 13.03'| 045 [Je & 360 | 14.40 | 0.00 | {wt 
440 | 1202 | 0.00 | » 400 | 13.47 | 0.00 |f* 
460 | 10.14 | 0.00 |), 440 | 1182 | 0.00 
480 8.71 | 0.00 |) at 480 | 1083 | 0.00 
x00 | vet | ooo |I* 500 | 10.73 | 0.00 


HT FAY SAROME T eA S o 

PRBESS Oil (CBR LAE UD PROM E k OFABAU, ABMS 加熱 温 
JED EFAC EON ECLE A HERETE IMT DEO s MS, 水素 或 は AAR A Ut 
HS THA BBE OUR RRO HEIRS, 880°C 以下 に 於 て は 人 閉 
UL < RBC, 同 温度 以上 に 於 て は CBAC Oo HAIN EB 卒 気 々 流 中 に 
TMB CGS, Bite = 200°C に 於 て 急激 に BME L, 220°C に 加 
MABE Ob SBS, BET し て 指 頭 を 以 て 容易 に 粉 只 する を 


a oa i 


920) on oe 


FES ¢ , 260°C (2 INBVE S BRISIAA CREF 0 

Hal PPD APSE CBT B HGAGIRD We RU BIC, 第 十 五 表 , 第 十 
REREFCRECHCHOLACAT OM SHREK O. BEBICK 
て 明か な る が 如く , LORI & WS EVO BBE & —BS 。 

HVS, AA GAB URI 75 B SSA A GETNAME CARD 0.5 I 
9 得 た る PARE O HGR O HED SDIC UT, Ga) (SRD KAA 


Lea Se NK 
10 
05 
diz 
| 
— 
S10 


43800°C 1,5) 360°C, 6) 400°C Kk, 
7 3620°C に 加熱 せる 石炭 より 。 


7 2)100°C に , 3):200°C Ic, め 3240°Ck , 
0 (00 200 300, 400 5001I ee ton 
Temperature in “C. 5)260°Cic Het SAREE Yo 


D (LARC DS SATB D Le 

中 に て , UL ERD REY 3 2858 4 HEP TI ZHREO, CD RUD 
CRO SBIR 2 eR A CHM SKIN K OE KB Be 
BRIE O 6 

HB, 空気 中 に 於 ける 30 分 間 の 加熱 の BRGBRBLAO 重量 並 に クロ ロホ ルム に 
HY SBRECRETHE, AKAKOWRM RGR LK 30 分 間 容 気 中 
THE Oo HOLSAROBBERICHR OG SB OBME RE IMNBMBRO 
クロ ロ ネ ホル ム 抽 出 量 は , BNR BROMML) RB+R( > vo wr 2H 
(Cb) 及 (c) に 示す が 如く , それ と 加熱 温度 と の 開 係 は , 第 九 園 に 示す が 如 Ue 


( 1 元 炭 ょ より, 2) 100°Ck, 3} 200°C Kc, 
TI’ 


Volatile 


大 *£ wm OX 95C21) = 


第 六 表 及 第 十 二 表 並 に 第 九 園 に HST Cb) (SERRE の , Cc) LIEHARO Gap 
ORME 2 DUAN ABS AAMER RS. 
e 策 九 園 に 於 て 明 か な る が 如く , 


™” 雨 部 の 重量 及 ク ロロ ホル ム 抽 出 量 
8 | は , MAME O ER FEO T BH 
Sq の 混合 物 た る 上 有 逃 の 試料 (第 六 表 , 

8 策 十 二 表 並 に 第 九 園 ) ) と 全く 同 
.: ROBMLR EF. HU THRBDIS 
4 


於 ける BCS, PEREB ICO 4 
5% MDI MBC UT, HRA 
DERBI HG L TAPED BME % 20°C 
ear ap ESOC ACT BT 8D 
EE Se SAN Lo ACARI EL OG 
FEO PAMBIS AARAS TC 選別 せる も の に し て , PERM OMB RO My He BUS HeAE 
POBRO DH is, ZERES SEBS O LAUT, MABE ARR IC 
B BAP MOG SD SMAPS CF SL OLEAKBNDY LF, 
へ , BH. KRACK OHABOM RIES NISKOM し 。 
C1) 水素, REAR HCA TMRESBS, 加熱 に よる MBE I, と を 
360°C~380°C を 境 と し て 二分 する を 得 べ し 。 860°C~380C 以下 に RU 
SRA (hk, 比較 的 綴 慢 な め 。 即ち 加熱 温度 の 上 上 妊 に 件 ひ て , WR Ht BeBe He 
政 量 ( 坪 倍 硝酸 規定 液 よ りう は 綴 か に 増加 し , クロ ョ ホル ム 抽 出 量 並 に 揮 胡 
分 は 徐 ろ に 減少 す 。 叉 同時 に HANES BRD SOD» in, BIE 叉 
PRA IBMLT 5 ZI UT 360°C~380C LL IASG SARBETL I, HOES 
激 な 0 め 。 即ち 本 石 淡 は , MBUCH OMIMOME kOe ROI 4-1 OD 
FEA: BINED BME TR D>, 加熱 温度 の 上 昇 に 件 ひ て , WK a, 2 クロ ロホ ル 


Loss of Weight 


96 4 Rw oR ew 


2 HIE RIES GCG HL, RBA BIC ST . 猫 ほ 是 等 の 
Mee, Kiki LS BUGS 5 4D <M (, BROSMBUE HBL 
TUT 2 km 2 Hh HE RELAY 450°C を 越 ゆ れ ば 却 つ て 急激 
に 減少 す 。 

(2) BMRA SLR PCA TMRESBS MBC kD REOR 
化 を 見 る に , #9 300°C 以下 に 於 て は 常に 塔 加 の , 同 温度 以上 に 於 て は 減少 の 
iz s WORBMLIS, を 三 分 し て FAS 便 と す 。 一 は 約 200°C 
DF OBMEI UT, 二 は 同 温 度 以上 360°C 以下 に 於 けり る, 三 は 360°C 以上 に 
WSO BEM He Oo #1 200C 以下 に 於 て は , HEED IBA EBL ET UT, 2 
ロロ ネル ム 抽 過量 及 粘 結 性 は , IMAM IED _LS-CAROCRB & SRO RL, 
窒素 吸 政 量 は 比較 的 念 激 に 増加 す 。 200°C 乃至 30°C 間 に 於 ける クロ ロホ 
ルム 抽出 量 は , 先 つづ 増加 し , 次 で 減少 し (温湯 な る 卒 所々 流 中 に て 加熱 せる 
際 は 殆 ん ど 減 少 せ ず 。)300C に 到 0, IRE k OFBA EBMLCT . BRB 
量 は 200°C DPIC LEER LU < HRN Ze BIBI BAR し, 揮 杉 分 は , 200°C より 
乱 激 な る 減少 を 始 む れ ど も ,260°C SES 0 iE < BBE 7, 300C LO 
PEA EBC RS 5 LOMAS, SWIC Wd LACH CRT 

360°C 以上 に 於 ける HBMLIS, ACHE RASA & BR CID Me 同 温度 以上 
IN BUE GE LS ¢ [AER AVE % HORI RRB te 0 © 

4. MRBMOLROR%KS nA ALLICHS S 
BARE REED CRIES RE 

SNE DR QAR AEP ICT, 第 十 九 表 及 第 十 園 (3) 及 
(A) は 宏 気 中 に 於 て 本 石 由 を 夫々 所 定 の 温度 に 5 分 乃至 165 分 間 加 熱せ る 
YOO ER OBMLILCIMAREO 2 veoh ATER ERD. Fe 
(S55-Flal (1) (hE LIST 335°C に , (2) は 445C に , (3) 及 (4 の は 
RGIS CT 290C 或 は 390 CIE MRA SE ORIMEX MARU S &O 7 O 


oe RR £ R x 997( 23) 
SSIS SMS eC SBOML, 2 vo Kv ZICH る 溶解 度 及 揮 本 
分 と の 開 係 の 概 路 を 輝 ぶ れ ば 淡 の 如 し 。 (第 十 園 参 照 ) 

水素 賀 硫 中 に 於 て 加熱 せる 場合 。325°C AHS TL BER OPE DS AM 
時 間 の 増加 に 件 ひ て 僅か に 減少 し , クロ ョ ロホ ルム 抽出 量 は 30 PHA OM 


第 十 : 八 & 
水素 狂 流 中 に て 加熱 でる 場 合 


335°C 365°C 445°C 


クロ ロロ クロ nr Aun 


| ホネ ルム HIRE ay ese] ken BESS pksetie| oon lege ap 


this 抽出 量 Ar 
Cerdeiey | EAS) | Ba) (eis) [PH |Cerat) aT I eae) 
OS mwecaee: | usteces 2.45 | 6.54 | 13.51 


1264) 15278)" 0:75) 1.02" |) 14:78) 3:03: 16:44 | 12742 
1.15 | 15.13) 0.98 | 1.17 | 14.61) 3.79 | 6.25 } 12.01 
113 | 14.86) 1,04} 1.15 | 14.66) 4:45 | 5.55 | 11.66 
1.17 | 14.75} 1.07 | 1.04] 14.38) 4.69 | 4.07 | 10.48 
1,16 WALT Ce ee er 4.98 4.02 10.53 
V28 || 14:65), 1.090 |..0377-))- 14.12). -5:3h | 2.84 | toate 


eS ae ie 2 
ZA IS CT HMNBCS SIGE 
290°C 360°C 390°C 

クロ ロホ ルル グロ に E22 

2 ATR pH) HLS Cer) AML 

(百分比 CH asa) CA atk) 
Gee eee ||P | ee 0.35 2.05 
ere — 0.20 2.12 0.82 223 
Oda Ride te ae oS ae ae 
eas 1.19 2.13 
0.99 0.79 1.54 2.91 1.90 
Socios i eee elle eet 4.39 153 
a 2.45 1.28 Recast cares 
0.86 | sree UN TRE TS 1.51 
Gd ell Uecssess |) aver ©) ohne eee 
tase 4 Merete Soo 49.58 0.70 
(TA a ce EE 


減 失 量 た に 於 て て 一 う の 記 奨 を 陰 し た る は 重量 の 増加 せる を 示す 。 
熱 に よめ て は 次 第 に 減少 すれ ども 加熱 時 間 を 更に 延長 すれ ば 却 つ て 増加 す 
865°C PU ABRRTRAIORMEIS, bik 335°C (AO SBME CRA 


22984) ee ee ae: 


ど 同 様 な れ ど も , クロ ロ ネ ホル ム 抽出 量 
は , 20 分 間 以 内 の 加熱 に より て 多少 の 
i Ie a L, 90 分 間 を 経過 すれ ば 却 つ 
TRYST. 445°C (we Clk BE, HB 
分 及 ク ロロ ネネ ルム 抽出 量 は , 共に FL 
(SMCS. MUTED 程度 は , 


20 分 間 以 上 40 分 間 以 内 に BOTH 8 Se 
= R75 9 ASTAIRMS, WO 温度 に RTE 
3 a 
5 i 。 HCO DMOMAC FO CHM % OB 
0 29 40 60 


Time in min. 化 を 受 く る も の ・ ゝ M<, 2.45% DO pA 
量 を 示し , クロ ロホ ルム 抽出 量 は 6:45 に, TBESE (12.5176 BME O 。 

ASAT NS TL せる 場合 。 295°C に 於 て は 重量 は , 加熱 時 間 に 件 ひ て 急 
束 に 増加 し , クロ ロホ ルム 抽出 量 は , 80 分 間 以 内 に 於 て は 増加 し 後 減少 す 。 
360 度 に 於 て は 重量 及 該 缶 出 量 は , SEIS 10 分 間 の 加熱 に より て 僅か に 載 加 
し , 20 分 間 以 後 減少 す 。 390°C (LH TILES 5 PHO MPC KO AAR, 
weit ORE AL, BLOT WARES, 5 分 間 以 上 20 分 間 以 内 に 於 て は 比 
PCA TNB NK, 20 SPH AGRIC TS TSF US BAIA. MOBS? ear 
YL Th (kL, 10 分 間 の 加熱 に よめ て 其 最 大 に 達し , 後 次 第 に 減少 す 。 

上 記 の 寅 肉 に 於 て 宏和 気 中 に て 加熱 せる 試料 及 水 素 気流 中 に て 835°C 及 
863°C に 加熱 せる 試料 は , 加熱 時 間 の 長短 に 拘 は ら ず 綿 て 外 客 上 の BME 22 
示さ きず 。 之 に 反し て 水素 所 流 中 に 於 て 445°C に 加熱 せる 試料 は , 答 に ( 加 
AAS [i] 20 分 間 以 内 ), 或 は 堅 硬 に (20 分 間 以 上 ) KRU SILAS. 

5. 結 論 

(ARREARS 2 FIA CMRESBE. 74 2 4— 氏 に よれ ば , BR 


1) Fr. Fischer, Brennstoff-Chem, 9,.229,1921. 


] 2 Ak 9gc25) 
は , ZHANG BAY TIPS HULK 330°C ET LO BPULORIK HEL 
2 OVIRIM, 7k RRC He DUE L, BRL MGMT. (Bertinierung 


oder Kunstlich Verkohlung ) 350°C 7538 500°C に 於 て 回 有 の 分 解 を 起 し 低 


i FL CUrgas) 及 低温 ター ルル (Urteer) % BA: L CRIBB Re CHalbkoks) 
BBS 9 

EO RI (Ok RARER TEPC TMA SS) Osh LS I> 
ASB BASH 835°C (HS TE & MD BEA: 7% I od, 約 360°C I= HST 
ATO AR eH Oo ISRO S HORM BAL, RCA—n BBE 
9 o WIESE IC BS L, PHOUS BC UE COO MIRC IS, 該 分 解 に 
LOTABBAXYACHAREDWA RAM LADIES 4A eM 
(IO L , PRED ESC tO 。 然し て か くし て 生じ た る 分 解 
WMA) & iE ESET 2s, BK DABS. AL, FHI Re Zhe 
MM HE, 450°C (= MALY BBR K L し て 減少 する に 到 れ 0 6 

360°C 以下 に 於 ける BBM, SUS HER MY ire &, MARA (360°C 
に 於 て 水分 を 除け ば 0-3 乃至 0.5% を 出 で ず ) I LW ORM BMEIS, 比較 的 
大 な め 。 大 に 360C WF ICRG SEE OMBM EIS, EL UT Ze ARM 
DKA DAT ABME CERES ONDE. Wb ABS, 水素 或 は AZ 
々 流 中 に 於 ける 30 分 間 の 加熱 に より 360'C 以 下 に 於 て は , HE UTH LA 
DIEM 22 HL, 揮 般 分 を 減じ , 同時 に 稀 請 酸 と 容易 に 作用 する 物質 の 増加 を 
HELLA Pe OKERPR EA ’EDLGAS CHS Lo WOM? 2a kre 
HWE Ed, Whe> OIBLIED He aR Lau E 8, 335°C B 40 分 間 以 上 の 加熱 に 
k OMOTCE SOI 2e AL, HBR ARABS ARICA ST 長 時 間 
加熱 し て クロ ロキ ネ ルム 抽 出 量 の 塔 加 を 認め た る ハー ガー 氏 及 フォ ッ SIG 


1) R. N, Harger; Journ. Soci, Chem. Ind, 33,391,1914. 
2) Fr, Fischer u, H. Gréppel; Gesam. Abhand, z. Kennt, der Kohle, 1, 49. 


9026) OR OR IR i 


8 OBER & BE 0 o 
(A) BAPRIRELSLRA RECA TMMESHA BRILCe EAT 

に て 加熱 すれ ば , 低温 度 に 於 て は 酸化 し, 高温 度 に 於 て は 燃焼 す 。 低温 度 に 
於 ける 酸化 現象 は , 克 を ご 種類 に 分 つ を 得 べ し 。 一 つ は PRB TE EY 
(ABH Wik LTH ROE SIM し , 他 は 酸素 と 化合 し て ARIAL 
を 酸 生 し て 重量 を 減少 す 。 

LRORB ( 補 気 中 に て 加熱 せる 場合 ) の 結果 を 見 る に , AGRI, 既に 
150°C & O 7k CRSRIYE) RRRPRILMT % BET IE b, 約 3007C に 色 る まで 
加熱 温度 の 上 昇 に 作 ひ 重量 を 増加 し , 同 温度 よめ BWC RRM A DE 
Be HE: L, 重量 は 上 頓 に 減少 の 傾向 を 示す に 到 れ め 。 従 つて 300°C 以下 に 
於 て は 前 記 第 一 類 の 酸化 作用 は , ILO RAG MOBI HT 第 二 類 の 酸化 
TENOR LT 石 災 の 重量 を 次 策 に 増加 し , 300°C & > 第 二 類 の 酸化 作用 
は , BUCH & 7 OMICS OMIT eR UT BE WT AIC 
HZsDERARENL, MOMMA, BIC URINE SB 容 気 々 流 中 に 於 て 30 
分 間 加 熱せ る 場合 に 成立 する の みな ら ず , SAMI T 3 分 間 に 10°C OME 
を 以 て 加熱 せる 場合 に 於 て も 赤 同 様 な り 。 

容 所 中 に 於 ける LRMEROD BROKE wed Bee RS o 2, 一 般 に 
認め られ た る 事 質 に し て , クロ イレ ン 氏 は , 175°C に 3 時 間 夫々 BARR 
PRICE CHA BIRO KGL HOWE L, BRI RITEEe BIC 加熱 の 
み に よ り て で て 失 ふ も の に 非 ず し て , 主として 酸化 作用 に より て 失 ふ も の な り 
LEAD, 


EMO RM < ABHOR TES, BD ARMS RAGA 4 TEP NS T 加熱 せ ぁ る 


1) F. Muck; Die Chemie der Kohle, 3, Aufl, 262. 
2) E. Richter; Ding], Poly, Journ. 195-799, 315 ard etc. 
3) J. W. Kreulen; Brennstoff-Chem, 8, 241, 1927. 
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GS 360°C 以下 に 於 て は MERAY EADARHE 8, RRS BAZ aM 
に て 加熱 せる 場合 に 於 て は 200°C よう Rihizw LACH RE GH 
280°C LST) POA レン 氏 の 主張 と 一 致 せ 9。 但 し 200°C 以下 に 於 て は 
灯 結 性 に 謀 し 酸化 の 特 丈 の 作用 を 認 む る を 得 ざ めき 。 

RES MRS, ERD KARA TEP IS TT INR GIRO BEKO AE 
HL, 200°C 以下 に 於 て は AB 4 CIS SICH BS, AIRED EC Ke 
て は 却 つ て 綾 慢 な る 第 加 参 示せ 0 。 猫 硝酸 は , AS RBIS 使用 せ ぁ EOI 
Be (比重 約 1.16) 及 條 件 に 於 て は MA EAS SBR ABE UT, 
不 館 和 物 質 に は 比較 的 容易 に 作用 する が 故に , SRM EO IMS , AAR AS 
於 て 不 館 和 物 質 の 増減 を 示す る の と 参 ふ る を 得 べ く , FEO TABS, RAE 
気 々 流 中 に て 加熱 すれ ば 石 火 中 或 る 物質 の 分 和解 に よめ ,360C 以 下 に 於 て は 
PANS IK, ARIE RAC CSU, 不 和 館 和 物質 を 増加 する も の と 参 ふ る を 
得 べ し 。 然 し て 同 物質 は 温 滴 な ぁ る 容 気 々 流 中 に て 加熱 せる 場合 に 於 て も が 
同様 ( 或 は 稽 々 人 得 激 に ) に 増加 すれ どる も,200°C 以上 に 於 て は 酸化 作用 に ょ 
めそ の 一 部 分 を 消費 せら れ , 窒素 吸 政 量 は , FHI IPI Be BE Ae WS B&O & 
BSBRAN Lo 因みに 石 剛 中 に 不 他 和 物 質 の 企 在 せる は , コル ペ OR 
むる 所 に し て , 同 氏 は 前 記 第 一 類 の 酸化 作用 は , AWE BAIS 56D EX 
へ 09。 

クロ ロ ネ ホルム 抽出 量 は , KBR UPR MACS 場合 に 比 し 
200°C LAE (HS TIRE L, 360°C 以上 に 於 て は 綴 楊 に 増加 せり 。 HE 
つて 2 クロロホルム に 可溶性 物質 の 一 部 分 は , 酸化 作用 に より て (少く と も 
200°C 以下 及 360°C 以上 に 於 て ) 不溶 解 性 に 畿 化 する も の と 推測 する を 得 
べし 。 200C ょ よめ 水素 及 水 蒸気 々 流 中 に て 加熱 せる 場合 と 奨 9 HO CM 


1) E. A. Kolbe; Diss, Zurich. 98, 1908. (Simmerbach’s Kokschemie, 2 Aufl. 
65 ) 
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せる は , MUMBA HORMEL b OWA, 抽出 物質 中 或 る 成分 (アル デ ヒ 
ー ド 人 等) の 酸化 に よる も の ゝ 如く な れ ど も 未だ 卒 謗 を 得る に 到 ら ず 。 

酸化 に よめ て GROPRBS & 著しく 影響 せら る ゝ も の * ゝ 如く, 温湯 な る 
容 気 々 流 中 に て MAL S BIROPBED IS, 水素 或 は 水蒸気 々 流 中 に て 同 温 
度 に 加熱 せる 石 淡 の 揮 艦 分 に 比 し 常に 多量 な め 。 此 の 傾向 は , 200°C 以下 
並 に 360°C 以上 に 於 て 特に 閉 明 な り と す 。 

猫 ほ 湿潤 な る 卒 気 々 流 中 に て 加熱 せる 石炭 OR MBS, AHI ET 約 
200°C HEE UCEMLO MI 2S L, 200C 以下 に 於 ける 酸化 作用 は , 同 
況 度 以上 に 於 ける 酸化 作用 と は 自ら 異な め , 前 者 は 主として 酸素 の 物理 的 
RK, RAAB MMI KA LORABMS &, 未だ 充分 詳 か に する を 
得 ず 。 ; 

Hl FES EEO We he VARIG 75% PVE Ze AIK O Lit RBZ NK BRE 7 BPRS 2e 
表す 。 


EE 


マダ ガス カー ル 産 黄色 正 長 石 の 熟 膨 用 の 異常 
eS ml 津 iti 
理 半生 
ァ ル ヵ リ ー 良 石 の 種々 の 種類 に 就き て 其 熱 膨 月 ゃ 測定 せる 結果 は , 東北 
帝國 大 失 理 科 報 告 第 三 集 第 二 欠 第 三 跳 に 於 ける “The thermal expansion 
of alkali felspars” 中 に , RAB RBHHRO TT wv 4) —RAO MAIC 
bk ORROEME| LAS PBC AE SDM し 。 
VAWAD—VEREERG ERO SWOT v4) —RA OPH 
HIER? REY 換言 すれ ば 温度 の 上 昇 に より て 其 の 長 さ を 塔 せめ 。 然 


A Ne 


= 


He 短 ROR 233(29) 


る に マ ァ ダ ガス ヵ カー ル 産 黄色 正 長 石 の 全面 (O10) に 直角 の 方 向 に 線 周 月 を 
測定 せる に , 温度 の 上 昇 に 儲 ひ 其 量 を 減 ぜ り (第 一 表 第 一 岡 参 照 )。 WS 


Sg ae 
Thermal expansion of yellow orthoclase from 
Madagascar, measured along the dircetion + to COLO). 
meg Heating | Cooling oe Heating | Cooling | 
20 —0:00 | —0.01 450 —0.25 | —0.21 
50 —0.01 ーー 500 —0.27 | 一 0.22 
100 =0.038 | «+--+ 550 —0.27 | —0.24 
150 —0.05 | —0.05 600 —0.28 | 一 0.25 
180 —0.08 | veces 6590 —0.29 | —0.26 
200 —O.12 | see 700 —0.29 | —0.27 
220 —0.15 | eres 750 —0.29 |, —0.28 
250 —O0.18 | -2++- 800 —0.29 | —0.29 
270 —0.19 | —0.15 850 —0 30 | —0.30 
300 = Ones OS 16 900 —0.30 | —0.30 
350 —0.23 | —0.18 950 —0.3L | —0.8L 
400 —0.23 | —0.20 | 1000 —0.381 | —0.31 
第 一 wf 
Thermal expansion of yellow orthoclase 
from Madagascar 
(measured along the dureclion 1 to 1010).) 
= 
wi Ma ee 
s 0 es 
= 
= | | 


| 
200 400 609 800 i000 
Temperature in C. 


Oy ve) —BA, PICKREBE BS SAK LT, -OORB KE SHA 
な さ ゞ る べから ず 。 

既に 輝 ぶ た る が 如く , ABER A SIME Bast b K2O Fe203.6SiO2 分 
和子 を 含む も の と 推 祭 せら る ゝ も の に し て , MORN THO 正 長 石 と 美 な 


2340) = a Ai BE DR RO 


れ り 。 放 に 本 長石 に つき て は 他 に 特種 の 手 質 を 有する 者 な ぁ 々 や る も る 測 0 難く 
更に 種々 の 研究 を 要 す べ き な り 。 


大 石橋 産 及 大 串 導 滑石 の 化 暇 成分 。 
mest 瀬戸 we 
{CSPI EIT LTE BARBARO MEER OAK REMY © = AAA 
LU, ZA DAMIEN BS LC aE が 既に HICH LAR 


第 ー, R&R HSRC BRE HERO, RRS 

te Ne eres ia, SSRIS BES LBD ATO te 
‘$0, |_63.07 |-61.83 | 63.49 | 0。 其 結果 は 第 一 表 に 示す が 如 し 。 
SR 1. HL A BRIBES 
lines tee TL. JRL SHG OL PPB ACB EIB A o 
Ee eae ee ale Il. HORAN 
1,0 | 467 | 470 | air | SCORERS Ss aM UK 
iotal | 100.71 | 100.66 | 100.00 | RENMEI AMIDES < AE 


£3 OLED ARS し , Br 
ER ZROMIL Kk HROMT RAS RMD LCS LAIR CHE 
DEMS te FAIR, BLM ARS eA PAIR UT FIL CHE RO 
如き 値 を 得 , 1.---4.1 SiO。 3.1MgOH,0O. I..--.3.9 SiO. 3.0 Mg0H。0. 
III--.-4 SiO, 3MgOH,0. 

POL LELOW EH) 900°C~1050'C OMAN HNC RANYBM EK し 
此 現 象 は 明り ALR DIRK FEIN BREEN UE ASI Gate 0 

HEIL RBTSEIC BR LOBES 0 te 2 BNLBREBIC PRES 


1) S, K6zu and M, Masuda, Sci, Rept. Tohoku Imp. Univ., Ser, III. 3, 
33-458, 1926, 


講 i 935081). 


ジョ ー リ ー 氏 地殻 構造 論 の 一 節 ② 
fy Fh A 
th 表 の % 造 ( 承 前) 

BM. VS WR PAD FCB UT 一 居 基 性 な ぁ 居 が 存在 
する な らん と の 見 解 は , 候 令 そ の 譜 控 が HIRE WRT BB ASO 
在 に 用 ひら れ し 譜 揮 に 比 せ ば ELS PBK CREO LOMAS, M 
は 可能 的 の も の と 言 ふ ぶ べき な り 。 こ の 見 解 は 炊 の 意見 に 立脚 する も の と 黒 
は る 。 即ち 徐々 に 凝固 する 娠 宮中 に 於 て 最初 に 品 出 する 結晶 は 重く し て そ 
の 族 に 沈ま ざる べから ず 。 か く の 如 き MBS HMHRAOMS 4 Ol LT 3.3 
乃至 3. の 比重 を 有 し , RU SLR bei’ o. 此 種 の 左 物 や 多く 含有 
する 岩石 は その 成分 に 於 て 過 壇 基 性 と 稀 SE, Magma Basalt, Dunite 
等 之 に 属す 。 上 由 種 の 比重 分 質 作 用 (Gravitational differentiation ) は 地殻 下部 
Mecpil# OBS LOC, LAME HOME & 形成 さる と Ba 
DREN Lo 

地球 表面 に 落下 せる 随 石 の 或 物 は , 以前 の 地表 火山 よめ PME SRS 
WERE Pe RES と の 障 訟 を 認 む る 時 は , 随 石 に よめ て 地球 内 部 の 物 
HIS ABSA RA 5 ON Lo BABS SP BMA1%), 第 一 酸化 鐵 
ee ee 
内 部 に 向 ふ 分 出 を 優 定 せ ば , FOB L し て HERA BD 地殻 の 深部 に 
Me 
($493.2 な る べき な り の 。 

BMS SUC TISMEROZES ABO CMI To 内 地球 の 内 部 は 多量 


236C32) = a Fi Bi YH Bh He Ee 


DOeBRe are rb ho 構成 され る と の 見 解 に RAO 6, Zee 
tDGRE Sek SNEBHNO, MOSHE RBME PE bMHSRCS 
Do WED Wes A SPALL DSLR RET 6 

Bei Di AOD HS AS (CS S THES. HERA LIC RU S 水陸 の 地理 
5h th 7 5h HED KO THE UK SLO LAE LE AIBZA S 
S$. Zk KM ATC UT, UO ROPES 地球 自身 の 形 基 に HB 
WL DICED BAN SEO, MAA Oth DOK RUOT~B 
動 せ し めん と 促 が す は 人 の 知る 所 な り 。 こ の カ た る や 大 陸 の 高き 重心 と 地 
ERO FMR LIHAT SEDOKO, CONSTR OMRICH CS ABE 
Hy CS Lis SHARE OL UTHASHRLEOEHE BME has 
る も の な の り め 。 

地球 上 の 陸地 の 現在 の 分 布 短 態 は 明か に 赤道 に APT OS, 多く は 南北 
(HRD O WER EOKDERUISL FRO NLS HK AI & HIB AY Mt Uh 
CORA Oo Fi Siam よめ Tasmania (2% Sek, Bl Australia と 
China £ OPCS ere SS 3 PERM Bie BL HI SF RRC HO 
南 放 へ 向け られ た る 一 の 大 陸 的 大 生島 を 形成 す 。 其 結果 と し て 赤道 は 大 部 
分 犬 洋 を 横 ぎ り 陸 地 を 通過 せ ず 。 

概括 すれ ば , 地球 の 主 な る 地理 的 特徴 は 大 陸 の 大 洋 に 調 す る 闘 係 に し て , 
大 奉 は 陸地 を 分 割 し 北極 よめ 南極 へ 接 が れ 0。 

BA CIS HER LOPE DUYIRO DAs MES SOM SLO, 換言 すれ ば 赤 
HICH DER ILI TCO DAT eT DL RUE DOM S LID. 
Lf S IL BH ABA &HLO. 北極 は 一 の 深海 に より て 園 まれ , 
南極 は 少く と も 南緯 80 BIKES bk OTMAY 6 Bo 

UT CAUSE O) HER ARES A S BACK FESNER 2S S ASD GS, Ih 
し て その 成因 に つき て は 後に 参 祭 せん と す 。 
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> 


WH LOWIOA. WER LOM HWE —— OWI OA cme i 
を な す 。 南 北西 米 利 加 の 山脈 は 南北 に 走 め , BEY, New Zealand, yijb a5 Ay 
HHO Ga MIM, Ural 山脈 , WM Ae ie KA IO BUNK & 南北 に 走る 。 然るに 
Eurasia 0) 4: S| HR(LMG IDEN Ie 0 5 ARO BERL KR ES ROME 
(Ch ORF SRES EOD MEMES A » UMRAO AI RET 
AMD fA Kite BBR RAT SLO ADRBYABIK, WED 間 に 
APOERDA 5S O20°mM Ls 

WHEE ASE ORE. PE LOWMIK CAH EC OMRISH WME SEDKO. B& 
く の 場 合 に 於 て , 山脈 は BAD BH S ABI KA RRO DIU. BIN 
WR (k ABE BE OT —AERREO AN < PEEL, 其 最 高 目 離 は その 東海 屋上 
に 筐 ゆ 。 MUCHO UPR ERE SBR CT 存在 せる 者 に し て , 
HEROPIAVE AS ILE UROL EO Zeta SOS SA LUTTE EO o 
PF LZ D5 HHS TORK A OME & WIRD ACO DUS AGED JAAS EFT 
#2229 。 

APE SUMO KBP USK WE Oo UF LILO WMI Et OCH 
岸 よめ 形成 され た る に あら ず UT, RFIRY LOM = WAAR T His る ゝ 
2 tA EO 

ADEE 4 RED WD BES HORM AI Ke GOS, Appalachian jy Mei& Tat 
の 生成 に 係る NK UT, 現代 の 出來 事 と し て は EPS AG LISD 
みな り 。 若 し 基 方 向 を 北東 に 延長 する 叶 は 西 鳳 州 に 於 て 同 叶 代 生 成 の 或 る 
GWAR, 即ち Armorican 山脈 と 連 貫 する も の と 推 想 せら 5 る, KWH BES 
MO MRIS TER t Bh ae «ST, 叉 深海 より 究 起 せ ず , PHS UR 
& あ ら ず 4 彼 等 は 比較 的 小 に し て , EA TRE £O THE OE 5 So 

BAOWELBAOAHERUT . 地球 上 の 最大 の 山 用 Himalaya は 近代 に 
OTHER O, ST Gondwanaland の 一 部 な めし 印度 御 島 の 中 章 地 域 を 除け 


938C34) ” Se oR By we eR BB 


(Ke + Fv MRIS ERADAKE EBT. COM S WMO We & Hor 
する 世界 的 大 洋 の 幅 は 13.000 EE OB DSN, WKHFORMR GE 4+ Ya 
DAPBFF EY o 

AWK AGE ¢ Bes & (SUB Danma に 依り て 指摘 せら れ た る 所 な め 。 
こ は 和 吾 人 が 地球 上 の 最も 多く の 山脈 に 見 る 慮 と 一 致す 。 MOBS t HEF 
LOMIC BMD IK 或 開 係 を 有 す , この 闘 係 の 如何 な ぁ る も の な る か に MST 
REICH T BES 58, KCK BADFSCEZRANS OHBLEOR tc 
AS TMM SA & Fo KWWKRO Ws EE TATED Wil & 0 AES %e 
受け た る も の な る 事 を 示せ り 。 MA KAIMCK SLM & BARS 
INEGE B 7K 6 ABE E 0 eRe Yo Ransome 及 Willis (See Ate FT 

Keith は Appalachian | R42 KO xi De am CT 基 力 は 南 束 より 來 れ め 
と 結論 せめ 。 

VA OMS HK FL (k RaW 7S SUPER KO THN ORK SHYD 5 
So HUME LC A%e B Eastern Eurasian Chains (3 PaaS IEC 4K 
TEL OM UE SINCE OTBRE RRS 者 と は 一般に 信 ぜ ら る ゝ 所 な 
9 。Hobbs (S38 Bat Ma O Sth LU IROWAZE NCHS T 基 造 山 力 は 大 洋 ょ め 來 
れ り と 信 ず べ き 理 由 を 名 へ , 且つ 大 洋 底 は 現在 猫 ほ 活動 し 叉 日 本 群島 の 東 
側 は 徐々 と 上 方 に 傾き つ ゝ ある 議 監 を 記 有 逃 せ 0 。 

万 縮 カ は 大 陸 の 周 線 さ 大 洋 底 に 影響 せり 。 BICHAS WERK OMG MIKES 
&OK%5 6 HED OK BSAA Sh 明か に 認 む る を 得 , HI A 
の ふみ なら すず , WEES & INVER ORR RS も の に UT, Me SPRITE 
JRE UNS BOT 走れ め 。 大 西 塗 に BU S BEERS 其 歯 端 よ 9 め 北端 
に 走れ め 。 叉 之 に 反 し て 夢 千 二 の 分 激 に 深き 部 分 の 海 座 に 存在 する 者 少 か 
ら 5 ず 。 此 等 は 度々 陸 の 曲線 に 従 へ り 。 此 の 深海 部 は 地震 及 火 山 と 開 係 す 。 
Tascarora 深 放 の 動 撫 常 な き 日 本 群島 の 周 線 に 存在 する は 其 著 し き 例 な 0。 
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DOB Sz. The Great Rift Valley of Africa, The Rhine 


Valley etc. WERKTTIC (ELD OW) OM ABBE RO o 


東部 アフ リカ の Rift Valley 


Nie b4F LS PIERS < 


は African Rift Valley な 


9。 WB UEFA OES 
狭 長 の 湖水 は 此 大 な る 陥 


流 地 放 中 に 排列 す 。( 第 一 


fal) 此 所 に は Oligocene 
時 代 に 路 下 行 の こつ の 地 
Tae 22 PA KO TEI Rt 
9, 其 所 に は BO BC 
陸地 の 上 方 Shih 72 4B U, 
其 後 地 中 に 深く 突入 せる 
Hh 3d oe (SBT 2 AEC, 

5000 BR BIS IEA7 以上 の 
AGAR %e I LO, 
此 が 如何 に し て 生じ た る 


DIS eet A LS, Jordan Valley も 同様 に 形成 せら れ た る も ゃ の な り 。 
火山 作用 は 基 長 き 方 向 に 沿 ひ て 起り , Vata Mee PUY O Re 3 Ue 4000 
WES OS, 地球 の 周 園 の 六 分 の 一 を 越 ⑦ 。 Suess を 初め 此 地 を 研究 せる 其他 


の 諸氏 も 皆 基 成因 の 張力 的 な ぁ る こと を 承認 せり 。 


子午 線 に 深 ふ て BRE ¢ SBE (SERED 他 の 部 分 に も 存 す 。iSouth 
Eastern Australia に 於 ける 者 は 基 一 例 な り め 。 叉 Christiania Fjord 及び Rhine 
Valley & IME DIA DO CES LAROBIE YO. Rhine Valley の 場合 は 共 
FIO SACO HWE PIC EMRE OHIO & Om 


240086) = a A OB iy Oh UR 


U4 


ER SHB. SOMO IERIE Rift Valley の 生成 の 原因 た る も の な 
6 JEIER RET Sallas が 指摘 せる が 如く 一般に に 張力 の 働 に より て 生 . 


ず 。 面 し て 其 断 層 の 相 調 する 断 品 斜面 は 地 帝 の 伸 民 せる が 如き 有 接 に 移動 
す 。 こ れ に 反 UC RSH KOO AE DECREE OD ASEH AS HOD hia 
BOM < BHO MINCE S S AISILOM 3 Wy AOD BT ee HP CRT IS 
於 て も 諸 所 に 認 む と 言 ふ 。Daubrée 及び Kayser は 大 陸 の 中 に 張力 に 原因 
する 嬢 隙 の 屋 々 生ずる こと を 主張 せ の 0 。Dutton は 一 つの 山塊 を 支 ふ る 他 
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APH ELE i BW 

OWS 7 te DI KO TH SHES fo IBIAS PY ZED B RB 
Do MOB ERED b VIR OFLKO Ht He PF ABE A O VaR HSE BRIRA 
FES IC IBY GS CMB LICR Gtutt jb BUMS TIED Ic Ate 
る も の な り め 。 

太平 洋 列 島 の 線 其 配列 。 猫 ほ 大 洋 底 に 於 て 張力 の 働け る 譜 控 は 大 下 洋 上 に 
於 ける 火山 島 の 線 短 配列 に と を 認 む べく , 海 同 よ 0 海岸 へ と 展開 する 大 洋 
旗 は 島 列 に 依り て 示さ れ た る 諸 方 向 に 多 開 せ ぁ な る べし (第 二 園 )。 ABR 
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WS THEO BAVSAPHORKOCS Lok LICKAMOW MEE, 其 方 
(SAC PG Sk OPPREO. MOMS UTHRY 6 irk SHB AERO 
ED SHRM E Ok OWT BALES LEB. 
が る 0 

小 な る カ の 僅 大 な る 結果 を 生ずる に 要する 時 間 。 地球 上 の 大 山 鐵 地方 を 訪 ふ 
時 は 其 造 山 力 の 偉大 な り し に 船 か さる べく さく, 其 力 の 偉大 さ は カ が 打ち 勝ち - 
し 「『 小 山 の 旨 き 」 に て 和 制 断 する 事 を 得 。 然るに 他方 に 礁 て は 非常 に 小 な る 
力 の 作用 を 認 む る を 得 , ILO Nt SINE WRI LEG A BKK SN EO 
も 少 か ら ざ る 影響 ぁ 奥 ふる に 気 附 く な る べし 。 此 の 小 な る カカ が 摩擦 或 は 溶 
解 な る 役 有 角 の 力 を 以 て 其 作用 を 偉大 な らし むる に は 地質 時 代 の 長き 時 間 な 
る 要素 を 必要 と す 。 一 つの カカ は WHO LHI LH, WOME D 低下 
を 生 ぜ し む 。 地球 の 歴史 に 於 て は 帆 脈 は 一 度 生 ずる も , また 失 GHEE A 
CCT, 更に 失 は る 。 RGA DSH LRU LD, NES NEZEMTE 
し むる な り の 。 

大 な る 構造 か は 何れ より 來 る か 。 HELA L LCS FMR SOC LHV6 
即ち 菩 き 過去 に 於 て と 同様 に 今日 に 於 て も 吾 人 が 認め 得る 大 な る 機 造 力 は 
MBE O 來 れ る か 。 そ の カカ は その 仕事 に 於 て 今日 と HES, B&H TAK 
Oo 如何 と な れ ば 現代 の 山脈 も HKOMNICKRG SE OCHS SS LB, 
同じ か る べき は 何人 も 等 し く 認 むる 所 な れ ば な り 。 

KE SMMIDATE & OHO, RUEKSBAKFOCS LOLI に 比例 す 
る を 知ら ば 不可 解 は 一 礎 深 め ら る ゝ な る べし 。 

BEHD A WEES 6 DAMS > ED-ODBOAIILD 6S DISH 
人 の 認 む る 所 な り 。 MoPTIND SS ARS HDBECRCRCHSK 
る は , 此 張 カ に 因 つ て 大 陸 が 端 か ら 端 まで BORK SRKKS EDIIDS 
て 己 に 逃 ぶ た る 所 に て 明か な め 。 RBA MBE OMA Dike) DK O 


O00 oa OR Ot Rw 


LP wR Lt 

VY) bide Ste SE eV) CMW ER MIC SMT NDS S 4 MO WAR He 
LIE BIC (LIES UCHLI T RAND 62 8OHO. EAOME 
fio S With istt C KOR & OMDI FIA O し 岩石 上 に 建設 せら 
れ , 現代 の 大 陸 を 横断 し て FO TRISH 220 。 GUC BUREAUS に ょ 
DT, 太陽 の 光 を 受 く べく 大洋 より 上 昇 せ し AM, 必ず し 今日 初め て 
上 載せ る ち も に の あら ざる を 知る 。 そ こ に 沈下 と 上 昇 と は 民 々 反 李 せら れ た 
る な り 。 ) 

EIS ie b WARE SANA USA, HERBS OAMIERIL 不 規則 に 起 れ 
る も の に あら ず し て 必ず 秩序 正しく 起 れ る 事 な め 。 地球 の 表面 の 歴史 は 引 
SE WEZO RBS LO TAS BRIS UC ICH & WBE L OAL HD ENE ER ze 
長期 の 時 間 に て 隔て ら 5 4。 

際 地 及 山 用 の 再現 の 現象 は 物理 航 の 開 係 に し て 其 原 因 は 共通 的 な る こと 
ROBIE LEO MEHL & MUIR & HOI Ke DATEOMD FF 2 Bt 
IEICE SPE OTM ARES LS (5) 


ft Re 
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RAORE LSM) ADKEE—MMS e MAE Ic BARE CMI, 役員 の 選 
WEN S 結果 , TEE AAR ATE HE ESIC CARTE 2 決定 そり 。 
BRAOREEE SNE MRE ICAMU EIS TI vy ICR 
Re STARE AER AN Ho Ba ETE Ee AIOE Y 6 eB eae 
NPBA < OBE RAR Ly 
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216, アナ ル サ サ イム の 結 品 構造 に つい て 
Hartwig, W, 

Cyklopen 島 産 の 秀明 な る 結 品 中 , その 
abe ye 2.267 エエ 0.001, 化 患 成分 NaAlSigOg 
HoeO な る SUR > & TC, Cu-K-ray に て 

[100] 2 Jj phy 2 Mal Yc MH ME te Hl & 
し , 叉 粉末 法 を も 行 つ て 研究 せる 結果 , そ 
の 結 品 単位 贅 間 格子 の 一 由 の 長 さ は Ag = 
13.68 圭 0.02A に て , そ の 中 に 16 HEN PT 

BARDS 体 心 立方 格子 に 属し , 4 OMT 

る 尋 間 群 は On "な る を 知れ り 。 そ の 原子 
eA F OWL, Na 及 Al は 二 っ の 16 同 
wim 00032 {aye} Orb fae © 


BW LET, Si は 一 自由 度 を 有する 82 |) Ve 
Mich Vv, 0m = ee ot る 96 jij tit 
WC VY og PY DAY & Pee TS B HG Ww ic 


OE RT 
RE it Mi caeanl て は 32 TAT 2 Hite 
AFI O Ke So L EAM L, Ric Si 
VRE 2 BAM at LtT= 
AN RC bY CAA YAK UV ASE LT 
OCS Milas pee we せら れ , そ の 結果 と し 
CHUA OKIE & OND VEF © fierce 


MAK te SMe MCX XSeTLE 知れ 
yg LIMIT 2 MAMA weMIC EO, CZbL. 


Min, Geol, 380 1928) [高根 
217, 硫酸 カル シウム の 結晶 形 Ramsdell, 
L. S,, Partridge, E, P, 

BNC DIR De Y WOK MIC PAT B 


PEAR O iit & WI 9 HIG Ic gypsum, 
hemihydrate, soluble ahnydrite 7% anhyd. 
rite eS 4 DOM MIE BY & vd. Van’t 
Hoff o Spiias we (AEB LY, 19246 
Link 及 Jung の 共同 研究 た に 依 れ ば ;, TRIE, 
ee ae 事 に 依り て 
tb SX Pi} Soluble anhydrite な る ゃ も 
の は 一 つの 峰 別 な る 結 品 た は IEF LT, 
hemihydrate と 同種 結 上 品 珍 を 有する % も の 
TY EMME FEE Vo Hic Jung wee 
POS X PAT ETO I BIC, MES Fil 
の pattern #4}-C, soluble anhydrite と 
hemihydrate & (t HB ye NAY (Vestn (1 Kea] 
— Wyte yale ae Yo ROK FZ 
WS S ELS SEV, 著者 は 更 
ta を 確か むさ べく 試み た る に , 
基 結 果 は 人 て 上衣 三 形 紅 と 一 致し た リ 。 
DVS X PAPA TI WE} soluble anhydrite 
と し て 用 ひたる も の は Jung の 場合 は 1.5 
% の 含水 物 な り し る も, 著者 は gypsum を 
0.3% YWRIGItK LES LOE MUA L, Ti 
% FI 2 TEAR ( BG EO S Deli L te 
4 EY soluble anhydrite (x Sey hemi- 
hydrate と 同一 X 線 pattern 4 Hi ぶる る ゃ も 
DIC LC, 即ち zeolitically に 腹水 し た る 
hemihydrate に 他 な ら ざ る 事 を 確 め た り 。 
JE fy Fl % Te G WME D KE PRAM % Dh 
WR YY by SJB OPI VD B VEG ee 
Fete Gi bs He BTR % ay PHL 
MDGS TL & WO te Vo CAm. Min,, 14, 
59~74, 1929) (Aik FD 
218, FERRER DAKAR = Lenard, 
Rae die 

& Dime (SEM OND AE UC Bea 


944(40) en pb 
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RUB AS, 各 温 度 並 に BRAC IST 各 
ALO (ABSE LK LIC | V In inpic Hoe 
ら る ゝ か を 研究 せ し 結 果 の 報 談 な り 。 F 
者 は FLEE, FED, (OBS th, AKO 濃度 及 
OA NEE), SEI OPE & A % 1c BEL 
10 種 の 異な れる ICRC これ ら の 研 
FTO, SRM IST TE ODES 物質 
D 研究 識別 に は PAE, WENT, 定量 
分 析 ,X 線 等 の 一 般 の 方 法 を HAY 
と れ ら の 結果 を 約 言 す れ ば 次 の 如 し 。 懲 
SRA, WA, 亜 灰 長 石 に H,0 十 Alg 
(SO4)3+Ho.SO04+KoSO, 又は Nao 
SO, を 作用 せ Lind, | MEK Pca 
22°C, 65°C; 100°C“ ic HST, 15 BRRICHS TC 
は 200°C 1c RSC WHE as AE We BIB 
%, 1 QR 850°C に て は 生 ぜ ず 。 沸 石 は 
15 $A RK, 200°C KACHRAK Hs20 十 K2 
COg Mit NagCOs を 作用 を せしめ て 生成 
せら れ , IR 1 AER, 850°C KPC H.O+ 
KoFe RU Alo Fe を 作用 せしめ て る も 生 
ぜ り 。 水 品 右 は 1 SAK, 350°C, 8 SAR, 
400°C, 10 $a BR, 575°C Sic PC Hy O-+ 
Al。 Fe 十 Nas SiF。 を 作用 を せしめ て 生じ 
た り 。 Leverrierite #RpR YI 1 象 亡 ,350°C 
に 於 て HQO+AICl3 或 は He 0O 十 AlCls 
+NaCl MKC] を 作用 せ し あめ, 若しくは 
10 SARK, 575°C IC PC HaO 十 KK。 COg 叉 
- は Hg0+KoFo+NaoSiFg を 作用 せ し 
あめ て 長石 より 生成 せら る 。 高 陵 土 及び 絹 
雲 二 は あら ゆる 方 法 に て 研究 され し る ゃ 生 
成 さ れず 。 MIBEICKO S HAC RU 
MHoSO4 (2 LIC Bi & RL SiOn & AE 
ずる の みな りり olE. Geol,, 22, 18—43, 

1927) C#RAND 


919, Thucholite 及び Cyrtolite. 
Ellsworth, H, V. 

と の Thucholite (~3¥45 1c k VY 1921 46 
に 始め て BRS MLEOK UT, 不 規則 
な る GS te FT PRPERTM 7 Vo Hh 
D2 ZORAMML cary zvayy 
Parry Sound 附近 の ペグ マタ イト 中 に 産 
LASIK NY F v Ge CUraninite) & fi PI 6 
FHS MR te S MEIC O & ye ye tee 
BME MAIC 加 熟 匂 化 等 を 研究 し , 炊 に be 
素 及 び 灰 分 の ABABS Wc L, 更に 進ん 
CIR D ER BO BS HERE & 45 ~ 
Yo By PICAE S SMBRMDACMT 
E.S. Shepherd i-- 1c Bg UC BATU, 
BLK BY CHAU c ORI oe 
KY 詳細 な る EBA R te lL, TOM 
ACRE Vo CORY LHERD O 
SRR eV Gxt CHEV LE ORI 
Cyrtolite yt _2f Parry Sound 産 Thu- 
cholite 園 塊 中 に 存在 し, 一般 に 結 品 形 を 時 
せ ず 。 CAVITE LOR AB IC HE 
WIDE &teL Zircon ( fal{FFH) と 
Cyrtolite 2 DRAFOBMES dts, 特に 興 
RYE & cc と は Alvit と 共に Hafnium 
元素 を 多量 に 含有 する と と な り 。 (Am. 
Min,, 13, 419~441, 1928) 〔 根 本 〕 
220, 朝鮮 産 含 子 克 ン GAO MBB 
告 Af 245 388g, 
221, BHAI: + SEBROBARE Hi 
報 〕 西川 正治 , AG¥L IE 

圭 に 著者 の 1 人 は, 陰極 線 が 適 営 な る 
厚 さ の BEAMS Bis 3p THER te 3 2 
折 像 を 生じ た れ ば , RK Ze SUH oM 
折 像 と 命名 し て 報じ た り て (創刊 次 本 拉 12 


Beer: 


yb 

BR RA © SEPA I ALG & DC 
PREP Le SK, その 投射 せる 側 に を 
同種 の 廻 折 像 の 生ずる を 認め あたり 。 こ と の 
際 感 應 コイ ィ イル を 働か し て 坊 其 管 中 に 生 ぜ 
し あめ た る 除 極 線 の Enargy は 約 50 キ ョ , 
エレ クト ョ ロン ボル ト に て Corresponding 
material wave の 波長 は 約 0.055 A な aa 
Zc OM HD C110) に 垂直 に 投射 し て 得 
ROMA CLM Ra Bet AOR 
條 ょ りな り て 各種 の 方 向 に 走れ り 。 之 等 
ROGTR OEE (L FEO % OIC ¢ FAW. 
せり 。 こ と の 理論 より 考察 する に , Ra 
7B & HCA & OB BUSH & weet SAA 
BMoOPRicBhSZcLrems,. KRRKT 
は その 波長 を 0.058 A と BELT, WE 
面 問 の 間隔 を 計算 し また その 墨 線 の 濃度 
DRRE MS KRESS, X Majic 研 
究 を そる ブラ ッ グ の それ と 甚だ よく 一 致 せ 
0, MHO PES BH SRAK EK SS 
AF il © BEE AF 28 RLO AGF IC K te 
PRENSS.oOT SRI MEH, 方 
fA D DRC BEE, PA RESA BR, 水 品 に た ゃ 本 方 


EMAC MROMTRE HE Y 0 


CP. I. A. 4, 475~477, 1928) て 高根 〕 
222, FRADE O SReBRO 
研究 AHA 
223, EFABOFIF VL 含有 量 並 に ウ 
FY: トリ ウム 比 に 読 て MAB 
Riss, W. (a |] —F ODELY Broggerite に 
於 て は Pb/U HWS oOK Sd OFZ, MW 
ち 生 成 時 代 の 古き る の 衛 Th/U ze d thas 
大 な る と と を 認め , 従 つて 下 リ ウム は ウ 
ラン の 同位 代 の 一 な る ト 必 ・ ウ ラン より 
AKT SILENCE MBP V, ZI WL 


WS 5D 


Cli MRind 0, 著者 は モナ ズ 石 の 場合 
ED OMA BHRS ) PHP L Beet 
Vo AL, RR fk lk oS 試料 の HSA 
RAW) te } FSD, Vex AR PAE LV TA 
YVAD CM SLES LOOBHT 


BAL LUCO 年 齢 を 求め た り , WEED 


HE CR pe 00gD a oe 
= We %)-Lo28Thc yey <7 A 
tk) な る 式 を 用 ひ , He SA ROM CME 


せら れ た る 石川 産 及び 朝鮮 大 岩 面 産 と の 
二 種 に つい て 計算 し , その 結果 , 石川 産 に 
つい て 92 7 Bie U/Th=9.07, A Ae 
に つい て 135.9 ae U/Th=0.08 % 3 fifi 
& tt, U/Th の 大 体 一 致し た る order OH 
2S Yo MAREE TAA IY Tc 
PERE EBA Hy HE IK Ck BR LEE FL 
MEDIDA Y DEES, FFU BO Wl 
EE Y eset Yo CBall, Chem. Soc, Japan 
49 635~640 1928) CASH 

224, PHT REEOWF 本 欄 235. 
BEAR 6 

225, マダ ガス カル 島 の 放射 能 硫 物 に 就 
tT ‘Turner, H, W. 

ZC OMAAHOLE UT Lacroix Ko 
MALICK VU CY KHAANMKHOWAOK 
BRON, RIC BRAY. F 19 種 の 同島 産 
BOS REDE ICO & FPA te S BD A ATE 
及び その HP AKHE S KL. HV 7 = 
AB MIC b YY aB OB LOR D Het 
BRE B Co Ru Cho = SOR IC 
LU PEI Hh LSMWOY 7 = 9 ailfilc 
bIYVADADPERU OBA E Zo 
L, 3% OBIE 0 BP o Ae 
論じ , RIC TC ORICWT MYR LIC 重要 
な る betafite, euxenite, monazite Cy), bw 


246C42) : > 


oe ‘ 


WORLD 及び autunite, uranocircite ( 以 
Le KB) Bote S El WEN, FEB 
ey shar Y (CE. Geol., 23, 62~84, 1928) 
CHAS) 
226;, ~My BAOAWMRUE さ の 
決定 Vend], M. 

著者 は 任意 の 方 向 を 有する 一 軸 性 太 物 
WH OA MRVUIZE ORK O UE HIE & 
ZEW Uo EY 6 LGELy © Gangunterschied 
及び « GATE Oo TT OD —iig d> b A, 
bg EG Lsogyre を 移動 さす に 要する HM 
角 の と ERT) を 求め , と れ ら の 値 を 著 
者 に よ ょ つて で て 興 へ ち れ た る 三 式 た に 代入 し, 
ij UC OPMRMOW! S &HTE LHS LSE 
Ic BO IAL BBE Lio 但し と の 
測定 た 用 る ゐ ら る さき EMI, tO HK 
HN 2S FS IC PLETE ICIS THT BB OICM 
られ , 従 つて その 光 還 と BATTER e と の な 
SF HASK/MMAVIC B hire FS LESS 
BS iL % Dinumerische Apertur の 小 な 
SLOUIPMO’LORIBSLF — BK 
(AB OMI ABE ZH 6 BACH 
き て こと の 測定 法 を 試み を る に , 充分 満足 
すさ べき 結果 を 得 た り 。 (ZLl. Min. Geol., 
A, 283~287, 1927) て 根本 〕 


227,! 硫 物 決定 に 用 ひら る る 重 分 哉 法 本 
fe] 230 2888, 


BBR AUS 


228, RAV=P FE Monticellite-Ne- 
pheline-Basalt.3Tilley, C. E: 

seicF. P. Paul は Sharnan Tier の 
Nepheline-eudialite-basalt を 部 流せ る 中 
に Ca2SiO4』 LMILS \ Pie ABR VQ 


4% Bowen (ZZ 28 AXE 6 BCagSiO4 OWE 
ML k CFAUS S BL, ZIc Shannr 
onite と 命名 せり 。 然 る に 著者 の 本 岩 に つ 
いて 決定 そる 結果 は Paul OZER hn do 
b+, KAGE eH ( nepheline-basalt 
に し て , cudialite を 見 ず , 叉 前 の Shan— 
n nite は 基 性 質 人 造 の CagSiO4 に 似 ず し 
て 却って Monticellite に 訪 党 する を 知り 
Skannonite な る 命名 を 取 溢 すべ し と 論 ぜ 
Y 。 CGeol. Mag. 65,29~30, 1928 C_E FA) 
229, 薄 片 中 に 現 は る る 一 軸 上 唱 の 方 位 及 
び 厚 さ の 決定 法 本質 226 SA, 

230, 造 岩 太 物 決定 に 用 ひら る る BOM 
法 Emmons, R, C. 

A PAIK kU Big Oo RITA e We 
する 場合 に 従来 主として 浸漬 法 が 用 ひら 
れ , 叉 最近 に 至り て Merwin 所 及び 坪井 
BERD ABE & 使用 し RAS b>, 著者 は 
更に Winchell fe LSkIC THEO Fe 
KRRET MAWES iL, Bak & と し て 
C DaMM & BRE VY  COPELHKO 
WEIS B APA WRI HS 3 (CU. 


FEDMLICK S WHE AA L, A BO- 


VRE ICME SB MAT ARO TWAS IK © % ar 
に 上 比 し て 極め て 少く , 殆 と MM L te~ & 
PERS FAL, 僅 に 一 溶液 を 用 ひ その 湿 
SERB ICBM? LDCS 3 Tio pe 
CBS SAAS VEL, WS HO 求め 
し HR LUV FY DKK S RTA 
EPE Lio CORECRG る 特殊 な る 
装置 は Water circulation cell RU SRP 
計 の 二 に し て , 前 者 は 溶液 の 温度 の WA 
に 用 ひら れ , 後者 は ある 温度 及び ある 波 
ICHS AKO MTRE WET 37516 


Sh Fe 


mi LY 


使用 そら ちる 。 即ち 鏡台 上 に Cell を 装置 し 
CHIC Bt SAO STAR LY 
Cell LD ARROW EL Fi bLYSL 
FEC, 属 折 計 に 滴 加 され し MAO IBLE 
を も と れ と 同一 な らし むる 様 設 備 さ れ 居 
る を 以 て , 各 湿度 及び 各 波 長 に WS る 溶 
WO MPAABS 直 に 決定 し 得 べ く , 従っ つて 
A OBMOBRKE ROX, 著者 は と 
OPEC MAO DS SHB te SARE UT 
JRUTZS 1.40-~1.75 DFR ICR 213 種 の 
単 一 化合 物 を 選び , eat O 設備 な き 
場合 に 用 ひら る さ べき 溶液 20 種 を も 選定 
せり 。 HWE TG HEC HF 
UC BERL, HED 方 法 の 特長 と し て 小 
BEAU PE Fs = & -C Kate IC A fe] IC TY 
定 し 得 , 特 に 少量 の 試料 に 適用 し 得る 便 
SSCL EMR, Cam. Min., 13, 504~ 
515, 1928) C 根 本 
231 岩 中 の アル ミニ ウム 及 ベ リリ ウム 
の 分 離 法 Ko'thoff, I. M, Sandell, E. 
B. 

アル ミニ ウム 及 ベ リリ ウム の 媒 酸 性 深 
液 に _o-hydroxyquinoline て 即ち oxine) 
の 酷 酸 溶液 0.5% と 2N の 楓 酸 ア ム モ = 
ッ ウム を 加 ふ れ ば アル ミニ = ウツ ム の 沈 濾 生 ず 
= m(CoHZON) 3A OPE 120~140° 
Ket UCHREST, RICTCOFNIT=V 
る の TRUM tahiti & IRL, FACT UHM 
ふれ ば ベリ リウ ウム 水 酸 化 物 を 生じ , 之 は 
MBAt S oxine OF WT lsh (4 & FB 
Fo MILI) Y vis oxine の 方 法 に ょ り 
酸化 第 二 鐵 ょ り 人 分離 せら る 。 CJ. Am. 
Chem, Soc, 50,1900~1904, 1928.) (瀬戸 〕 


232, 針 酸 皿 中 の チタ ン の 作用 に 就 て 。 


 & 947¢43) 


Kunitz, W, 

ALC OER © WUD  # y (REET 
& HG AR L Johnsen OPA SMA 
族 に 於 て は melanite, shor'omie, jiwearite 
Oe LAMAR REEFS, MFRVAF 
ルル コン セリ ウツ ウム, トウ ム に まり 置換 を 
られ 週 期 系 に 於 ける 雌 等 の 元素 の 位置 及 
PAF HEL (ESS AAR & fe 
る 。 ま た 品 出 作用 を 考 ふ る に チタ ン は 優 
MK PS TILE Fv ERD, Te) Bie 
PCED AAV, SFA Vii, ZB 
EE, Aika & UCHL. — HED Sate 
作用 に あり て は HEA, Ba FHKE LC FH, 
(it, BKF FY, FrHrAVYKBLTUA 
YARIS LMA, BF vy Be 
LCUHILNLIAVALGOPSCEL | 
Atte AKRAM IC SY CIF 2 v — 
Wy Fo ay ER L と し て 結 品 す , それ 
MIC, FIED ASANTE Shhh PS 
he OF OSA Wi ate Y CZbI, Min, 
Geol, Abt, A,No,114,00~ 104, 1928 (#3 A J 
233, PRBROARIEAIC よる ARE 
éftrmas Grout, F. F, 

Pigion Point は Latte Superior に 突出 
せる 生島 に し て , SEKI LHR の 岩 
KEKE U MS WARE ACE © fA 
KES B% OIC LT, JEX IM 500M, 
南方 に 約 15? 16 oo SEER EHTS Ba 
石 を 下部 ょ り 上 部 に 向 ふ て WAS tls, 
CL) sap Reka 2 BK Ca RO 
HAP 8 Dee et 4 AE hid C8 Jack Oy BIDAR 
Be (BTLO WR BA BEM LIC A ae 
tr), BAILED BAO AEE & MIC AE 
L, Ze hhk TS BA OBES ERO 


248C44) = 抄 


On ¢ RWIS V, CL) 玄武 岩 性 岩上 の REET 
BA (2) BRO _L PF OSE 6 aa HET RR 
A E3EY), NECA REAOMMEAL, 
(3) BIREARIO LARS LUC SRA 
を 作る , (4 の BRO KMD Hike & LT 
BEA, 6) PIREMIC LY 分 離し Rind 
Athy ase “Stoping” &% LO SKEET 5 
BUS AERO MALE O EI KBB 
の に あら ず し て , 全く DIAC ES Hi 
KRY, LHR AO 成 生 は 草 灰 長石 の 洗 
降 に よる に あら ず し て 上 浮 に よ ょ る も の な 
Vo SHAME AOMACS 3 koe 
は Adirondack, New York, Peaver Bay,2€ 
KRU PE AO MAC LHS SSR 
も の な り と 稀 し , 基 成 生 の 時 期 た 開 し て 
Bowen 氏 基 他 の 前 研究 者 と 異な る 意見 を 
jis, CB. Geol. S Am. 39, 555~577, 
1928) Chimie) 

234, SI Wie eto Baits 
BSE Fritzsche, E, 

IMO LIED 7 Y= | の 南 境 エニ ルッ 
LMR id a ASP R KAA 
KBF SPE WEPSLOKCLT, AF 
シン の SAIF & ALC Alk = fH LOPE BE 
を 比較 し , Wess RPE SVE ea IC BA 
係 あ り と 結論 そり 。 問題 に 開 係 ある 長 
石 の 比 よ ょ り , CaNaK 三角 形 た に 於 て Hc 
の 花 賠 岩 は Ca O << Nag O 十 K20, RHE 
O 4th (k Nay O ぐ <Ca0O 十 K20O 更に 
Na20>Ca2O な る 一 定 の 値 を 有 す 。 例外 
と し て Fleyher-, Niederbobritzscher 7t RR 
Alt CaO>K 20, 酸 隆 生花 賠 岩 は Ks0 
>CaO She AD. TIC SE o TER a 
の 物質 の 規則 正しき 開 係 と 時 代 と を 習 暇 


Gk 


L¥UbES\ OK ULCHHRO MAR 
UP AE Ra a (LG HEIR DY OE PERS 
れ , BE HFA OWBK IC ¢ Ori Ls eA 
CHARS 3 HL PRS & EHPELL FS 
LARS ES SEM AGE kV AF 
IEWEX BERR OAMD USHER te ¢ 
PRA = vy MRA RIC LC, SZ tk 正規 
Ted 2 PERO fei k Y Bide, ij も aplit- 
EWA RE RO (ei & A 
to 更に そ テル ツ 山 脈 の 東方 の Lausitze 花 
id a (LAER SEM in at BND SN 
に 反し 、 そ ルッ WIR D PURO TERE 
は 酸 隆 に し て 比 軸 的 若き 貰 入 時 代 に 属す 
Sta LSS eH VU LT, HIE 
著者 は ACF 三角 形 を 用 ひ て ェ ル ッ 山 脈 
の 東方 及 西 方 の tei ao 位置 の 調 係 , 酸 
性 或 は 協 基 性 の Uy © WFP Wh HLA BE 
代 の 若き か 古き か 等 の 間 題 を 精密 に 研究 
せり JN. J. Min, Geol. 58, A. 253~302, 
1928) CHAR), 

235 PhS BED BIST 
RE 

PERAN ELA te S Bit & RES ~ & aS 
な る 斑 法 な く , 僅 に 不 完 全 な る BAL 
採用 し 來 れ る も, 著者 は と これ に BEAL 
き 選 別 力 を 有する 一 新 方 法 を 頒 出 そり 。 
その 特長 と する 所 は , PBL AS AIC BPE 
さる る に つれ 選別 力 を 増大 し , B 乾燥 せ 
SARWRIC IS CGR & TT OTE DS B Bre 
0. WO LAS h LRBOR SH Ic 
HEV F OK OWIE'E (CPE AM & 
下 せ し むる 時 に , 表面 に MRE 生ずる 
Bity (Li h] LRG YS & OMe FH, 
ft a> ( LCA FS S AUTRE MO WM I HR 


granite 


Emmons, 


a 


eres oe 


pb 


nr 248¢45) 


ASS eV CHW © fas & OM Ay (EAI 
HELI SPURS AT 0 他方 に 於 て 粒子 が 
WMC Fe B CON ABT A OM BIB A 
L, 3444 © ff #9 radiometer action を 減殺 
FS SFSIC, 著者 は ZC ie EL ALE & 
利用 し , WI HES 容易 な らし めん と 
企 て , AE & 用 ひ て AY 8 How y 
に 就き 二酸化 炭素 , 水素 及び RP ICT 
AALE REE & FO. SUEY Oradiometer 
deflection を 比較 し ;, 最 後に と の 硫 究 に 用 
Obi dS SE OPPs} FERS Be 
Vo BH LE OHE t REICH O 
混合 物 に 適用 を し に , SOREL IK 働く 
WTI Dt Dwi te 3 HELE HES HELE 
YS, RULESAFRICK TC COM AAC 
打 勝 つ 方 法 が 見 出さ る る な ら ば 完全 な る 
Bit DEE te LFS KSA (Am, J. 
Sci., 16, 423~415, 1928) CAEARD 

236. 玄武 岩 の 分 解 物 さ 針 岩 の 形成 に 就 
itter, E., Hibsch J. E, 

北 ボ へ ミ ャ , Brix の 南東 Schlossmiihle 
の 応 崖 に て C1) 新鮮 素 武 岩 , (2 32 の 分 
Re, (5)<6 う 凝灰岩 (OOEHAOR 
Ht FHEAU LON BE BAS 
BR EY IC RFE Yo BW OEE 
ARO EBM ATO 外 に , 分 解 物 質 を el 
酸 及 硫酸 に て 溶解 庶 理 し て 完全 を 期 せ り 

ASIN Bk _E ART LE ICP RRL の 
De ik (Letten) & oe LC tii L, 下 
PIL KAO ICP AS HY Uh CHS 
(LWW EK ORD BH, BE BEY 7B 2, 
(2 )RR IC (LBB SEP L 4196 1 L,Laterit 
HOGA EIR, (3) AMEE EZ LG, 
Laterit Profil c#PSO 22H WICH BS o 


R (D4), C5) へ ~(6) & MOMS Be 
TT Lo 


VIVE IC EM Ske OH, COs Oe - 


イオ ン を 極め て MUI AD, GIG Oth 
Ay iA, BR, EEA, BRA 
Di LYBMES Vo ZEA OZR 
Y $45 Ca, Mg, Fe, Na 等 の 金属 抽出 せ 
られ , ZED eR & AE Vo 
RM O WIL OR it, RE TaD 
リ 性 な らし む 。 故に OH KBE LYOM 
水分 解 に て 初め て 水 酸 殺 土 及 EEN WE 
し , 水 酸 化 鐵 の 如く Sol 叉 ほ Solvate と な 
bo PERM OBL OIF i ERA 
部 分 な OH 除 イ オン に よ ょ っ つて 捕捉 せら 
れ , BRL IRAE D Je EI GAR L ZIC RL 
Rovmiaig ( OER b hh 深部 に IRA 
L, 其 農 に Letten & BYR LD ClEa EBM 
2) 5 TMP BO Fea bs aA E 
VERE M FR S 者 に 非 る HS MAS 
Y 。 CMin, Petr, Mitt, 39, 45~75,1928-) 
Cb RAD 
937, Z= 4 ji| Tatarka 河 の horn- 
blendebanatit. Tschirwinsky, P. 
ARAL BEEME  O-Rt LUCE 
出す 。 ミ ルス メカ イト 及 懲 ペグ マタ イト 良 
( BET. 著者 に 斜 長石 の 坦 基 性 の 匂 化 
に 件 れ て , ミル メカ イト 中 の ARO 量 の 
坦 加 を 認め , 上 央 の HH Re Eutectic を 作る 
各 組 成分 の 燈 融 温度 に 開 係 する 者 な り リ と 
Yo SRoOUWH kU PR oRBOFY 
成分 は 炊 の 如 し 。 長石 65.02, PNA 24. 
29, FH 10.10, REDE 0.06, HEIR A 0.04, 
KB fi 0.49 (wt %), (Zbl, Min, Ge 1, A, 
55~57,1929.) (EAD 


250¢46) aS yb 


938, San Quintin 火山 地方 Woodford, 
A: O, 

FRUVAPANHRaAVEPERORDPEEK 
HAE SpE IC LC, 玄武 岩 及 び HK 
AAR EMER Wak 成 れ る 
THA OPAL ES 9 PVA ARE 
Ai» EAL © BE th & AGL, 右上 基 に 0.03mm, 
DUA BOOS 長石 柱 並 びに 鐵 粒 あり , AIRE 
岩 は 草 灰 長石 , 概 橋 石 , BHARED RO 
EIT, BIRT e ED. Weak UA 
DB RDIB WE 一 様 な れ ど , EEA 
を 有 せ ざる BMA AEO BAL VY, 多量 
の 普通 輝石 を 有する 完 上 品質 の も の に 至る 
BLS Vo HE DHAIC Ras GINA IC 
WS C(SHRGA IC IAG ZL VER ORO 
wSEMEV, CHEOMARCKNA 
FS DA ARAD (XFE FB IC ALIS LCR AE 
造 を 示し , その 噴出 の 時 代 は 最新 世に 局 
し , 最後 の 活動 は # そ らく 有 有 中 時 代 に 起 
リ し な らん 。 こ と これ ら の 性 岩 中 特に 興味 あ 
BOUT OBB VACHSS 
Dia Ave IC LC, Ellipsoidal PEE 及び 
pillow #ERAS, 4 ORM Be Airc 
し て 多孔 質 な る が , 内 部 は ALBEE Et 3 
AEA L, RIC Bit ie S BPRS 
現 は し , pillow の 間 強 に は HEARD HO Hi 
土 , ウ = の と ば げ , MUN RH, AFL 
の 他 の 海 生化 石 を 有 し , と の 岩石 の 海底 
起源 な る を 示せ りり 。 (Am. J. Sci 15,337~ 
349 1928)『 河 野 〕 
233, 最近 に 於 ける カム チャ ツ カ SBR 
火山 の 活動 Reck, H. 

THE EDN © RGA OMLGET S HPI & 
y, Kljutschew<1923 年 10 月 ), Awatscha 


(1925, 3 及 4; 1926, 12; 1927,2 及 10), 
Korjaka (1927,2), Mutnowskaja Ssopka 
CAwatscha と 同時 ), Kisemen (1927,11), 
Schiwelutsch (1928,1) oh OFM 
DAR VLIW Hac wh eT MEH Vg GZ. 
f, Vulk, 11, 251~252, 1928) C 上 田 〕 


& Bik B 


240, ブラ ジル Pitanguy MAD SRR 
ORAISRET Knecht, T. 

Slt 大 古代 地層 中 の AYE IC A 
し 」 懲 細 な る 結 品 に 分 れ た る 自然 人 金 は 特 
CRE ABIC HSC 酸化 鐵 と 共存 し , 酸化 を 
SS DEAR IC CL EL ER WE LR 
中 に 含有 も を ら る 。(Z. prakt. Geol., 36, 
T~11, 1928)〔 中 野 〕 

941, Saint-veran OMAEORAIK 
RECT Wegmann, C. E. 

WERE Serpentine-gabbro と 片岩 と の 
PERE IC HAR LL, Glaucophane を 件 ひ , JH 
AL BESATR, HLSATR RZ Te HITR KV TeV, 
PET WETS STFS TLHV, CZ. 
prakt. Geol,, 36, 19~28, 1928) Cif» By) 
242, SRSA OKMSR ICT S 
BRIA ANH 218 SHR, 

943, カウ カサ ス Gidrevet HAOPAB 
SANE & ARIS RET Kuzniar; C, 

THROMB RUA Fae 
74 vb ftir Ll, REE RS S Bs A 
英 , BEA SEA, NMSA TE, 7 SAN, BLS, 
REBIE te BY, TiO KAMA Naw 
SHTRIC し て 其他 , GAT 少 基 と 微量 の 
SE SIG & FP S+ 0 RO RAYE Io DEIR 
DBA BMA IC HOT SLB VIALE & a EL 


we be 


wo 


。 & 251¢47) 


だ 小 な り 。 UO MUMS WIC IL 33H 
DET SATE % RIC IE LCE L ¢ EMI 
量 の 大 な る は 注意 た に 値 す 。-(Z. prakt. 
Geol,, 36, 65~67, 1928) (中野) 

244, Colombia #+#INON Si 
Kellner, G. J. 

TE SWAG © FEE Be hb AIC BRET FES Ht 
し , 次 いで VER PIC RANK ZASER 
FEA ICKATES 3 Bity © RAPE Ic 
いて 詳 述 す 。 CZ. prakt, Geol., 36, 1~7, 
1928). Crp Ry) 

245, PRES FA vy Re OMABES 

S wh 

KIS ELON & 研究 し , 先 づ 産 
出 状 態 に より と れ を 2 種 に 万 別して 銀 長 
帖 型 及 古 南 出 型 と な し , 検 鑑 た に より て 再 
WY OMEGA & HERE Lv, 次 いで Widman- 
tatter’s figure に ius CHR L, CHEM 
BRA © [APG & TF OTe S 結果 銀 長 山 型 
OBIS EGE 模 機 を 現 は し , HMO 
者 に 之 を 鉄 く は , LE OBA BS KA ISHE, 
PIAS SYR OMMCKk SOL 
し , AA DLO’ Tihg の 結果 Wid- 
manstiitten’s figure を 現 出 せ し む る を 得 た 
り 。 AC REGRME Lt & v MEHR L a eutectic 
temp, (LFF Aj OTE SRIC TE 1150°C ZY | 
CHW, 36, 12~29, 1929) Crp By) 

246, “HARTA EIFS BERS BH 
RAISRET Lindgren, W. 

1927 年 米 園 National Reserch Council 
K CHAT ND DD SVK O Hh 
MIC = Hi L COREA R TENS 
間 題 を 大 体 ! 炊 の 如く 定め , 基 各 項 に つき 
PALE IC PAL CAI Vo 


C1). Fl % D HEROS 定義 に 基く BA 
lo (2). BUR O BARU WIC PS BA 
と の 開 係 。 (3). THROWN, (4) weeny 
TEEN ORI > OS). BRR HE IK BA Lt 
P38 (EAN HE 9 Econ, Geol., 23, 591~ 
611, 1928 , て (中野 う 
247, 不透明 RHE A OSREBEO 
硬 究 Harvey, R. D. 

AE WB © WH BETH ICI 3 SR ORE 
ARE AA UC BR & AT BES HK 
A{A| PREC CHES NODS, 
YW ae Eh AGREE IC CHWS Oe | ミ 
FEY CRYO RMI fH LH, HR 
RBPLAAS 測定 する も ゃ の に LC ZEO 
FEL HO CHUB & i) LIFES & DO 
L LCA RESITE 2 FIRS BEGADR と 
SSE, ONO L ESRD, HP a ODED 
& fiz VY 。 (Econ, Geol., 23, 778~803, 
1928) Ci By) 


Ai HS ie 


248, 石油 及 無 燈 炭 の 成因 V. Stahl. A. F. 
Awl & MEMR ie & FE ICID te SHEIK 
依 て 生成 せら る . 即ち 前 者 は 動物 質 の 分 
解 作 用 に , 叉 後者 は 植物 質 の 分 解 作 用 に 
HSC LORY, COPPMICHT Fee 
SLAMERSEMERTTe_oKr 
て , 甘 に 生物 中 に 存 し , RRR IC PEC lh HEE 
鐵 , 酸化 鐵 と し て RMS So 右 炭 液化 
TRICE CZ DA A BEM & te 
HL 注意 す 可 き も ゃ の に LT, 有機 物 の 
分 解 せら る 場合 は , 最初 油 質 物 が 生成 
せら れ , RIC PRE IC RY -C 吹 化 せら れ 
て 硬化 し 無 炉 炭 に 化す る も ゃ の な り 。 


5248) 


8 


(Montan R, 20, 550~55!, 1928) CAA) 
249, HH OA IS BET Van Couvering,M. 
MEE © Hy iy Al % eB AVA, PIE dit 
に 過大 の BW &i~%e S488, Mia We 
PAGE IC RY CHE BLL Y hid BB 
Y , FRYE Zc PA Cle 良 僧 置 な る 油井 


SILP ICBC RE LS 場合 が 生 ず 得 可 | 


く , 叉 反 謀 の 事 満 も EFM lL, Mic MESF 
Oma Lt SPR Kites ME 
EAE, PRREK ir 3 CHE HE LALOR 
Yo CB. Am, A, Petrl. Geol, 13, 108~ 
116,.1929) CAA) 

250, Hannover 油田 の 地下 温度 


Herman, R, 


油田 の 地下 温度 の 高き は 湊 青 物 の 重合 


作用 , 縮 合作 用 等 の TEAM IC SE Hy 


きも の な りこ と 倍 ぜ られ , 之 等 の Lieo 1 
2 Otte LARS BS SWE OF Je Ic 
fF SERS Hannover 油田 に 於 て 認 ら 
Bo (Petrl. Z, 24, 241~3 C1928 (AA 
251, ih FRE SHE CONE 
Howels, KB. 

#94428 Navajo Indian Reservation 4h 
HoOUWAs BH Si, 石油 の 集中 に 最 
も 適 党 な る 構造 地域 に 於 て は 太 油 の 産 客 
な く , MOT RIG te S Hb Hc a 
tite S BRS KY, WE kas Ay gE hc 
重要 な る He Ete iW & & GL, WH 
jt Yo (B. Am. A, Petrl. Geol, 13, 
L17151, 1929) .CA A) 


252,: ‘Differential Compaction {<3 | 


“G Nevin, :C, Ni, Sherril, ROE: 


HLOM@ FRY diff, Comp. の | 


FHLAVE BMWA IK Mh te SHR O EF Wy 


EP EWICLALISILoORV, 著者 は 


“hill” @ JE WN (EB thi ARE - 


及び 二 の “hill? o Foe CBE & CT Fe 
Vo WS fER es 6 oS 場合 に は , MoM 


|\TECS SHE 必要 と し , 他 の Mie Br 


る 特 隆 を 有する Compaction fold を 生じ , 
PER OH SB Surface reflection % HyzF % 
DteY) CB. Am, A, Petrl, Geol, 13, 1~ 
22, L929) AGRI 

253, MMS LOMMICHET Isobe, H., 
Venda, .V: 


PRE A ORR DELO PRR RPE D 


Mae bo SHC AL 2 Hk RE 


Hits SMX LUCHA LIbIAMBAtb Ss 
BY 9 PRR ARM DPS BALK HRS 
も の に し て 上 羽 は 海水 に 依り AlCls as 
生じ 下層 は 硫化 物 が 酸化 そら れる 硫酸 に 
(KY, AlaCSO4 う 3s が 生ずる も の な り リ り 。 理 
研 報 .7, 805~20 (1928) 


ee ATED 


254, i LOMMAA Kraner, H. M. 
SH EERO MEO FI ICL 
て , 基 の 結果 ELEMIS RS EYE  @ BE 
SEMBAE (L EEG OIGHR KV & BES (ESI 
WS KRLDIC GLAS S % OIC T, Hw T 
MUR. SARL 11800°C Feb Ly Bay 
} Rie > 0 & CJ. Am. Cer, S., 11, 875~ 
883, 1928) CAE) 
255, FRAF DL 4 ALO X Anat 
3B McVay, -T. N., Thompson, C, L. 
English China Clay 2 Georgia 産 水 成 
カオ リン と の 原 土 並 に 之 等 を 種々 な る 湿 
度 に 加熱 し た る も ゃ の を 粉 末法 に て X 線 分 


yb 
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it L, HOMO TK を 研究 し た る も の な 
Yo カオ YY チイ ト を 詩 成 分 と する 之 等 灯 
shat 690°C Kk inet BS LARS, BUKIE 
用 を 受け , FEN Hi iF UL REEL, X BRS 
HED? 4 VICKY. MOMs 
は 930°€ SoHE L, TEDYA PE ICSE LES 
時 は , ESB RREIE 双方 基 ム ライ ィ イト を 生じ 
始め , LHOMMOKE RUMBA 更に 温度 
ELS & EC HAS hs UW RRB HDAY 
ナチ イト は 900°C と 1000°C と の 間 に 於 て 
Kitz SPRERE SIS 3, OE に 
WG BX Us Ia BE DHE HAA © CE FE & 
MESSEYUTC, ZE 品 出 作 用 に BTS 
Hike Vo Val Vr RERECAT 
tz 950°C £ Y LIOD'C 迄 は ムラ イト の 他 
に HHH アル ミチ らし きも の 存在 し , 叉 
1200°C 以上 た 於 て は グリス トペ バラ イト 
の 生成 を 認め らち られ た り 。 イン グリ シー ニ . 
チャイ ナナ. クン イイ に て は , グ リッ スト ペラ ティ 
ト は 1250°~1278°C ie fyBet Birk SAK 
cD ae Ae Se GL UC. Am. Cer. S 
11, 829~841, 1928) C4EH) 

26 BRASRE (HBA) 

RESIS CER OR VEN IC A & te 
れる は 僅か 最近 の 事 に 属し , 今後 電力 の 
低 漁 は 本 替 を し て 鼻 々 需要 を 振 大 せ しむ 
Nlo ERO BR 6 SHEN OM ES 
Py Ali te S Bs Mee Be aih A ae IC} LC EAH 
Wie SOL, Mie SEE KRBIC BEE L 
tr BIULL eR BE RN IK SE LCP ONE 
間 を 以 て 碗 分 な る と と , 及 び Me 精確 
Kai Litb SSB UES. 英國 の 陶 
MEIC PSO B GML © MELE IL 
Ae RHPA の RE HE ELE OIC 


し て , 特別 階級 の Wh (RPK ted B 
の 多 し , 語 し て 固体 燃料 を 有効 に 消費 し 
HOH © iim ears Bs 0 RRB 
ICIIEMICR AT SREGMNT SRE 
LEY LI, BRR O BACK 敷 多 の 
RRA ERR EH, RBFOMS BRL 
FS PREBO’OKBEHERSE 
知れ り 。 例 へ ば 人 歴 子 な 1/10 % WFO 
FLRe AL, PR 2 BR 及 機械 的 
AIC iit}~X S~PEF Se VOC AE 
DHL ek he IK Ae Bt, EK FO 
PERC, 再 結 品 作 用 基 他 の Biba Be 
愛せ る と と な く 均 一 に 信行 そ ざ る さ べから 
Fo EMO Bay ic MS © DA & RIK 
する を 必要 條 件 と な す 。 Nature, 122, 
1011, 1928) GRA 

257, *HEO PD) FARE HS) 吉岡 藤 作 

Zettlitz kaolin, yi» aD v, AE SASS, 

瀬戸 , Bee Oo he A Ti & Os, HEAR 
MoP~RMALOn AIF 4 PADD 
上 に 含 まる ゝ FERGIE L Ree 
Yo EMOR 瀬戸 は ZEA, thi 
理論 比 に 近 し 。 EKO AE BOC 乃至 - 
1500°C DPIC 100°C AIC RY ASM 
Het 5% OMS MIGIRE WES Vo Hh 
VA BED % DIZKPR—-BCL, T00°CIC IT 
0.23~0.26% OBIRe MT > RS IK HERE 
FERRE SL % Ot 600° 直下 に て 石英 弱 
FRC AS 不 規 則 性 を BI. M MHA 
230°C UF eC REVERE & BF 500°C 
D ay BIL OD HES (A DO KLM) H B Moe 
L, EL BRVUII & aL, 700°C.1c FC 0.2% 
AMOI & ART. CREME 36, 567 
へ ~576, HS) CHARI 
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258, Arise 2K ROK BES BABMCVay, 
NEEarSh epee: 

。 APRA MALIK 作用 し , 生ずる BRM 
と 耐火 物 と の 接 答 部 の 性 駄 や 生 ぜ る BEA 
を 決定 せん が た め , RO 諸 耐 火 物 に WET 
HSV, CD FF AR —-NIRR, (2) 少 


ROARS 3 iAH Lin, C3 HH | 


BROAKLATS Sith Lit, (4) 
FAK NEMA & V te Sie 
物 , COREA IR 9 FER IS ASCE FS 
に 於 て 1500°~1600°C 間 に 於 で て 行 へ り 。 
AAI & iit ey & Y AL aE S WEE IC La 
EOE AF APT OF S & RE 
に 決定 そり 。 MHFOPEM OFFS 
ROUGE IC BLT BFE VY OCJ. Am, 
Cer. Soc, 11, 868~873, 1928) (354) 


石 ike 


259, SrAAatICB{EIS FS BROLS 
AUSME Kiinle, O. 

本 研究 に 於 て 著者 は サク ッ = ヤ 産 石炭 
2BAESRLAT 3 ASU IC CH 
S— ENS ALMIIA L, 各 温 度 に 於 ける HB 
BREED & WIFE L, RG 225°C Ic 
て 加 鷹 時 間 を 0.5~10 BE AI IC RE LARS, 
BEIC RS 3 Ha A] O AHR EE Fc REF 
影響 を 測定 せり 。 猫 ほ 225°C に 於 て アル 
ミニ = [る ム ぇ 乾 食器 中 に て 或 は CO2 RIF 
SATE IC THB Vg 

着 者 は 更に 之 等 の 加熱 試料 の 元素 分 析 
RBAB OWE WIC 工業 分 析 を BI, 次 
Di = Him LG Vo 
C1). Parr oie ee 3 BE PERN EYRE Ic 
RCAKROEERE Bint 2 Wi RApIC 


於 て ゃ 認 む る を 得 そ し 。 

(2), 225°C に 於 て は 本 石炭 は 加熱 時 間 
SE WIC LE ODED (CS SIBD O be, 
BORE & BME L, BRA ILHEIC 全く 消滅 
す 。 KANO 酸素 の 含有 量 は 10 時 間 の 
加熱 た より 9.93% ょ り 23.86% 1 Bin し 
Fusain CJSC ld 5.48% & VY 17.42%1C 
加 す 。 CBrennstoff-Chem, 9, 595~298, 
1928) [ 観 見 〕 

260, 無 燈 央 の 成因 Ahh 248 Sn, 
261, 石炭 及 石炭 置 に 於 け る EMSA 

究 (第 一 報 ) BEAT SMA 
Lieske, R. Koffmann, E, 

著者 は テル ン の 附近 に 於 ける 諸 福 炭 境 
CPT, MAIC S Hpeo 表面 並 に 
DIED EGU & ae YX SRAER L CHRIS 
3 BEA A D HA BAA Fe & AF ~ Vo 

該 研 究 に ょ れ ば , 外界 に BES SD Hie 
面 上 に 生 棲 を る 微生物 は 地 厄 の も の と 著 
UL ¢ SU, Bra Grampositiven Erdbazillen 
KZL(,#£4 UT Fluorescenten 及 無 胸 
FRR Yo 


次 に 外界 ょ り 微 生物 の 浸入 を 防止 せる 


褐 炭 内 部 も 全く 無菌 た る に 非 ず し て , HE 
に 上 旋 Fluorescenten 種 の 細菌 を 含有 す 。 
基 の 他 の 細 苗 は — Ope Re We 
る を 得 ず 。o 

因 に 著者 は 之 等 の 講 宰 炭 山 に 僚 け る 植 
WD HE ANKEE & Habe KL © BA & BH 
ES SHREAY, 2 RAICMT Ws 
所 あり 。CBrennstoff-Chem., 9, 174~178, 
1928) 
262, 臭素 MT sae, 繊維 素 , 木質 素 . 
初 淡 及 石 淡 の 比較 研究 Fuchs. W. 


HN 


b 


ll 


ZEC OMMEK LHE, BH Bt 
6 AROTEAE 木質 素 に BL, 繊維 素 と 
は 趣 を 異 た す 。 

著者 は WOM RE BIC MERKEL EL 
CT, FEO RW AICS 6 臭素 の Ee 
比較 前 に 試験 そり 。 即 ち 之 等 の 諸 物 質 を 


夫々 上 臭素 を 含め る 四 協 化 炭 素 中 に て 臭素 | 
と 作用 せしめ , 成 生 せる 臭化物 質 の 臭素 


の 絶 量 及 臭 化 水素 と し て 容易 に 分 離す ベ 
き 上 臭素 の 量 を 測定 せり 。 

著者 の 結論 に ょ れ ば , 木質 素 , RRA 
Pretk 共に HEAD IC ST 臭素 を Wes 
す 。 訪 臭素 の 一 部 は 之 等 物質 の 水素 と 置 
換 せ る も ゃ の に し て , HIE HK hh せる る も 
DIV > 後者 は 臭 化 水素 と し て 容易 に 分 
離す れ ど る ゃ も, 再び 之 を 附 加 する を 得 さ し 。, 
HESS LGD iW & Bite Y Me wey 
PIC CLE RH と 作用 を せ ず 。 (Bre - 
nstoff-Chem, 9, 348~350,1928) C#&5L) 


参 老 科目 
263, SERA Martin, L. C. 
ERE IGS BORA SAS SMT 
は 極め て 少 敷 に し て , 石英 は 0.18 87a 


YiG MMR a 0.125 2 7 ay HO RE 


KBW Vo 石英 奏子 は 石英 に 上 比 す れ ば 
MBE & 減ずる る %, WORF & RIC 
FE OPES ths S Bite BL 勿論 に し て , 
TAO AMVC BARS LO4 Ly ith 
MO Ase Fit BH 1033 ミク ョ ン 以 下 
の 短波 長 に は 不透明 に し て , WEIS 加里 
ょ りゃ 一 選 透 過度 を 小 ず る も ゃ の な り 。 次 
に , BFK AID ARO Mie EAT S 
AFLG & BS 傾向 を 有 し , Meh t 
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CRS TH OBA MO Hw hin & FEC HE 
WSS SBM te Vp Fritschs*RBARM 
PREV BF SIEYV SIC lk 0.185 ミク 
BYJZOREEBISV LHL, how 
Vita 克子 は 0.272 = yu vy, M Nviol 
Jena Ff Ftd 0.28 = 7a YIEBWIC UT, 
21 sv 7 RFR CRs 
SMT IASC LEK Bsa Kite Vk 
いふ 。 CNature, 121, 643, 1928) Capa) 
264, (ait PAGES の FESR HEC (ESE 
ISPS SEA AGA, PINE ACRE, 
洋 浩 一 。 

Sh EU 4 BA ee (ak ESE ee 3 A 
BOPZZIC Ob S & OF-CL): tp Hi ih 
OM MEMO WC), 微量 固形 物 の 分 本 
及 同 異 鑑別 C3) 固形 物質 に 謀 し て 施行 し 
た る 化 第 反 座 が 果して 県 に 行 は れん た る や 
HPONEE < ICH SS MAME 
牧 に 上 部 の 三 意義 に 之 れ を 使用 せり 。 本 
FEL HAS Hei te S dB L HAE D Fc 2 
SANIT HET DH DIC BMET S FUSS 
BD (HICH A XY OWA UT OBA 
し 得 , AA % DISH TIC PSC & 観測 し 
得る 等 基 他 多 シ 敷 の 長所 あれ どる も , 一 般 に 
(L ff] DHF IC TUL ME— © Fh A D 
% PAW Ut S Ci YS RVC fll & Oh 
体 に 現れ た る 別種 品 面 相互 の 開 係 を 決定 
する に 容易 な ちら ず し て 司 々 想定 艇 刻 定 を 
せ ざ る さか ら ざ る 等 の 不便 あり 。 

本 法 は 祈 軸 に 直角 に 置か れ た る 青 種 の 
結 品 面 に 於 ける 入 間 の 角 を 測定 し た る る も 
の を 基 礁 と し て 之 れ に 同時 に 測定 し た る 
WIC, PTAC 光 軸 位置 等 の WAY 
MAES UCHR Ee RET S40 


2565(52) * p> 


BR 


ze VG 

著者 等 は 此 の 方 法 を 護 用 し て ,Z ョ イチ 
ン 酸 , 六 水 寺 化 アル ミニ = ウム, アロ イチ ン , 
/ 坦 酸 一 ター ョ イチ ン ,/ 揚 酸 1 sy, 
1 水 壇 酸 一 Zam イ チン 等 の MICH VT 
wate SW LHC LV CHIME Me 
定 を せり 。 (地質, 35, 439~459, 601~620, 
623-~639, 1928)〔 加 藤 〕 


新刊 紹介 

Geology and Metal Deposits 
of Chile. by J. M. Little. 

HK 8 ASE ML OWA RR © Pak LC 
EEO WHO Me UX, その 主要 素 た 
% Plutonic basal rock, stratified rocks, 
intrusive rocks, Quarteruary deposits を 
Pit L, HAR MM ONE & mC, 金属 
PRO RA WAAR & TELE LC He, 特 
Cf BD RW BRR im (CRS Vo 地 
ARES, fl Mitel, 2B a All & Ws 
へ て 一 覧 に 便 に せり 。 RK 188 Hilal — 
#8, Branwell Co. Newyork (Hi Wee KG ty 
Bo QE) 

Me OR 

Banh SSStasesc sro 
MEE S FID PIRICBAG 3 Bh ees 
Sis KS 七 月 廿 九 日 ょ り ABEAKE 
SWI 2 Ct OBPHRMES ET 7 Y 


ADT vb Y ICHAEL, ls BEDI, 
C2) 58 SEED Bi D Ae Yafiyy,C3) Karoo System 


2 


DJF MIC BAG, (4 Ar © A, <5 う 微 生 
物 の Wh AWE ASI BAL 論 完 する 修 
b> 次 の wire eA CRS EC 
oI Vo 

A. Si Ri OSL 

1, Chapmans PeakCape(4P Fs m hth &), 
2, Table mountain, (WHO Pee & 地 
ff), 3. Sea Point Cit hd 4 DHE AGE TD, 
4, Table Mountain (7k yfHEFEYD, 5. 
Cape-Kimberley(Cape Colony の 地 覧 ) 
6, Kimberley-Johannesburg, (金剛 石 産 
Th UF EH), 7. Pretoria py de Ciba 
DRE) 

. Bb o LAL 

8. Johannesburg (24 Me hg , 9. Rus- 
tenbure? Fy 4s ie )——Pilandsberg.¢ 7 
uy Y 438), 10. Franspoort. (アル カ 
Y 43H), 11. Salt Pan (a3e yA), 12. 
Hartebeestpoort .dam(Bushveld Jey 
FORGE), 13. Pretoria gh 1), 14, 
Premir 金剛 石山 


C. SiO WBE 


15. Vredefort granite dome & びそ の 
Pk O77 wy YI, 16. Devils Kan- 
toor. Fa sew HE, 17. Port. Elizabeth, 
Karoo fig EK, 18. Darban-Zululand, 
同上 化石 淀 , 19. Bushveld, FG x oy 
Sy Hew, 20. Rhodesia, Fil x OBEK, 
Hh JRE C Victoria WEAR & LD) 
Yi EAA tt) 9 ROR RAL thi °C AE 
要 な る 問題 に し て , 青 人 は COREE iif 
DTHEL SHY, ; 


a ons 


全 役員 


— 7 = 


本 員 
Bek if WR 
SSRGE WK Be 純一 MIERAEE 
RBZ gH 4#- BEE A we 
BEE imiksere 
本 @ B BEd 
伊木 常 誠 AUR 富松 ・ 小川 ih 大 井上 義 近 大村 一 蘭 
Hil 量 下 @ eR 加藤 武夫 河村 幹雄 | MUIR 
eA RATT 。 竹内 MEE BPRS i TEE 
中 村 新 太朗 SHSRER BAK 武 保科 正昭 Re 
松山 Ake SEPIA EH 
ASO MBS (# 1) 
+n 潤一 ieeRES WF HS ARS 瀬戸 Re 
高橋 純一 SH A MRS PF fe RAR oe 
aH W- 入 木 次 男 吉木 BR CER 
mwm| &€ AA 
are 1 7 ae ma) ose 
ae oon yom Ee| 2 ae 
gale “ ay i ele 
部 P ‘ : 表 Ru A fh > 
x ye ii fh ly 者 MY) 2, e 24 
is 京 x Zz # “% A 内 市 分 
$s Wi F Miia re ii 3& 印 q £2 
at wi | Ka RK eA Rew) MAA A 
oo i. Ve a PR an he | OE it fe a fe] — 
[eee BER? |" ala | Banke 
ee eee, BR eR 
約 約 OT 28 ik kh 物理 x ens 
AS Ath |e we RE 7 tal oat 刺 
Bl tw A ye 部 leet: See 
Ge Si Ide. Ae a i om il 
+ho Fx % 5e if in 
| get ein ye | ik 筑 一 信 me 8 
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